




アドミッション・ポリシー

【学科】 

1. 求める入学志願者像

 中学における学習内容をしっかりと理解している人

 数学や理科に興味を持ち、科学の発展に夢を持っている人

 何事にも積極的に挑戦する意欲があり、自ら進んで学習できる人

 他人を思いやり、協調していける人

2. 入学者選抜方針及び選抜の方法

 本校では、「世界に羽ばたく創造的エンジニア」の育成を目的とし、その高い可能性を持

った学生の選抜を基本とする。 

 入学者の選抜は、多様な人材を選抜するため、「推薦による選抜」と「学力による選抜」

及び「帰国生徒特別選抜」を行う。 

 推薦選抜においては、中学校における成績を評価するとともに、自然科学や科学技術に対

する興味、工学を学ぶ意欲、生徒会活動・課外活動・ボランティア活動などの経験を通して

育まれた協調性、コミュニケーション能力やリーダーシップ能力などを、面接結果を含め総

合的に評価し、知徳体にバランスのとれた学生を選抜する。 

 学力選抜においては、実践的・創造的技術者教育に必要な一般科目と専門科目を十分理解

できる学生を選抜するため、その基礎となる学力の試験及び調査書の合計点を評価して選

抜する。帰国生徒特別選抜においては、作文と面接も評価して選抜する。 
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アドミッション・ポリシー

【第 4学年編入学】 

1. 求める入学志願者像

 科学技術に興味を持ち、その発展に夢を抱く人

 工学を学ぶ上で基礎となる知識を身につけている人

 何事にも積極的に挑戦する意欲があり、継続的に自己学習できる人

 論理的に物事を考えることができる人

 コミュニケーション能力と協調性を身につけている人

2. 入学者選抜方針及び選抜の方法

 本校では、「世界に羽ばたく創造的エンジニア」の育成を目的とし、その高い可能性を持

った学生の選抜を基本とする。 

入学者の選抜は、筆記試験及び面接の結果を総合して行う。 

 筆記試験においては、実践的・創造的技術者教育に必要な科目を十分理解できる学生を選

抜するため、基礎となる英語、数学、学科個別科目の試験を行う。学科個別科目については、

工業系高校、普通高校を含めた各課程の学生に対応するため、学科別専門科目と物理・化学・

生物からの選択制になっている。 

面接においては、科学技術や工学を学ぶ意欲、適性を総合的に評価する。 
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アドミッション・ポリシー

【留学生】 

1. 求める入学志願者像

 科学技術に興味を持ち、その発展に夢を抱く人

 工学を学ぶ上で基礎となる知識を身につけている人

 何事にも積極的に挑戦する意欲があり、継続的に自己学習できる人

 論理的に物事を考えることができる人

 日本語と日本文化に興味と関心を抱く人

2. 入学者選抜方針及び選抜の方法

 留学生の入学については、日本学生支援機構で実施される日本留学試験（理科（物理・化

学・生物）・数学）および日本語能力試験（読解・聴解・記述）の結果と、面接試験で評価

されるコミュニケーション能力や学習意欲の評価結果から推薦を受けた留学生について、

科学技術への興味、工学を学ぶ上での基礎知識、何事にも積極的に挑戦する意欲と継続的な

自己学習能力、論理的な思考能力を有し、日本語や日本文化に興味と関心を持つ学生である

として入学を受け入れる。 
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アドミッション・ポリシー

【専攻科】 

1. 求める入学志願者像

 科学技術の発展に寄与する意欲のある人

 自らの向上をめざして継続的に自己学習を行う意欲・適性のある人

 論理的に物事を考える適性を持つ人

 豊かな想像力を持ち、何事にも積極的に挑戦する意欲・適性のある人

 広い視野を持ち、将来、国際社会で活躍する意欲・適性のある人

2. 入学者選抜方針及び選抜の方法

 本校専攻科では、科学技術の分野でクロ－バルに活躍できる実践的技術者の育成を目的

とし、専攻科修了時にこの目的を達成できる高い可能性をもつ学生の選抜を基本とする。 

 このため、学校長等の推薦による選抜及び社会人特別選抜においては、科学技術の発展や

国際社会への貢献に向けて継続的に学習しようとする意欲、論理的思考能力などの適性、専

門分野に関する基礎知識などを面接試験により評価し、推薦書（社会人特別選抜の場合は業

績調書）及び調査書の内容と併せて総合評価する。 

 学力選抜においては、グローバルに活躍できる実践的技術者となるために必要な基礎的

知識を TOEIC（Test of English for International Communication：TOEIC IP を含む)ま

たは TOEFL(Test of English as a Foreign Language) iBT のスコアと数学の筆記試験によ

り評価し、調査書の内容による意欲、適性、人物及び専門基礎知識の評価と併せて総合評価

する。 
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カリキュラム・ポリシー

【機械工学科】 

 機械工学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専

門教育を学修する以下のカリキュラム・ポリシーを定め、教育課程系統図に示している。 

＜視野＞に関連した外国語を含む人文・社会系リベラルアーツ科目を配置する。 

＜技術者倫理＞に関連した倫理・社会系科目に加え、「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜意欲＞に関連した「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜基礎＞に関連した自然科学系リベラルアーツおよび専門科目、数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）に関する対象科目を配置する。

＜専門＞に関連した自然科学および専門科目を配置する。 

＜展開＞に関連した「総合実習」「機械工学実験」「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜発表＞に関連した「国語ⅠA」「国語ⅠB」「国語Ⅱ」「日本文学（留学生においては日本

語教育ⅠA）」「総合実習」「創造工学」「卒業研究」を配置する。 

＜英語＞に関連した外国語を含む人文・社会系科目を配置する。 

 機械工学を理解する幅広い知識を養うために、５年一貫の教養教育および実践的工学教

育を様々な科目からなるカリキュラムによって効果的に行い、実践的・創造的技術者として

将来活躍するための知識と技術、課題探求・問題解決能力などの総合的判断力、コミュニケ

ーション能力や国際性、技術者としての倫理観、継続的・自律的に学習する能力を身につけ

た人材の育成を行う。 

 分野横断的共通科目として人文社会（国語、歴史、地理、政治）、英語、数学、自然科学

（物理、化学、地球生命科学）、情報系（情報処理、情報セキュリティ）の基礎教育を行っ

ている。 

 機械の設計や開発を行う技術者となるために必要であり、基盤となる材料系（材料力学、

材料学）、熱・流体系（熱力学、水力学）、運動系（機械運動学、機械力学）といった機械工

学の専門知識を身につけるカリキュラムに加えて、ロボットや IoT を活用したシステムの

構築や導入を行うために必要となる実践的かつ創造的なロボットテクノロジー科目（機械

工学実習、メカトロニクス演習、電気・電子回路、アクチュエータ工学、制御工学、数値解

析など）を系統的に配置している。また、ものづくりに必要とされる設計・製図（機械製図、

機械設計製図、機械設計基礎、機械設計法）、加工（機械工作実習、機械工作法）の知識と

技術を活用する課題解決型科目（総合実習、創造工学、卒業研究）を体系的に配置すること

で、次世代を担う機械系技術者に必要な能力を身につけられるようにする。第 5学年では、

学生自身が興味に合わせてデザイン可能な発展的な内容の科目（機械工学コース／メカト

ロニクスコース）を系統的に配置している。
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成績評価方法に関する方針 

1. 講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、定期試験・演習・レポートなどの

結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

2. 実技・実験・実習・演習および創造工学などの実践的科目においては、課題への取り組

み状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

3. 卒業研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み姿勢などを総合的

に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

成績の評価および単位認定基準 

 上記カリキュラムを構成している各科目の学修成果は､「成績評価方法に関する方針」に

従った評価方法に沿って総合的に評価する。各科目における具体的な到達目標や成績評価

法はシラバスに記入されている。成績は 100 点法によるものとし、60 点以上を合格とし所

定の単位を認定する。 
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カリキュラム・ポリシー

【電気電子工学科】 

 電気電子工学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階か

ら専門教育を学修する以下のカリキュラム・ポリシーを定め、教育課程系統図に示している。 

＜視野＞に関連した外国語を含む人文・社会系リベラルアーツ科目を配置する。 

＜技術者倫理＞に関連した倫理・社会系科目に加え、「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜意欲＞に関連した「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜基礎＞に関連した自然科学系リベラルアーツおよび専門科目、数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）に関する対象科目を配置する。

＜専門＞に関連した自然科学および専門科目を配置する。 

＜展開＞に関連した「電気電子工学実験」「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜発表＞に関連した「国語ⅠA」「国語ⅠB」「国語Ⅱ」「日本文学（留学生においては日本

語教育ⅠA）」「創造工学」「卒業研究」を配置する。 

＜英語＞に関連した外国語を含む人文・社会系科目を配置する。 

 電気電子工学を理解する幅広い知識を養うために、５年一貫の教養教育および実践的工

学教育を様々な教科からなるカリキュラムによって効果的に行い、実践的・創造的技術者と

して将来活躍するための知識と技術、課題探求・問題解決能力などの総合的判断力、コミュ

ニケーション能力や国際性、技術者としての倫理観、継続的・自律的に学習する能力を身に

つけた人材の育成を行う。 

 分野横断的共通科目として人文社会（国語、歴史、地理、政治・経済）、英語、数学、自

然科学（物理、化学、地球生命科学）、情報系（情報処理、情報セキュリティ）の基礎教育

を行っている。 

 また、電気電子工学分野の技術者となるために必要な電気磁気学（Ⅰ、Ⅱ）、回路系（電

気回路（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）、電子回路（Ⅰ、Ⅱ））、エネルギー・機器系（電気機器、電力システ

ム工学）、物性・デバイス系（電子物性基礎、半導体工学）、計測・制御・情報系（電気電子

計測・電子制御基礎）、設計・製図（電気電子製図）などの専門知識が習得できるようにカ

リキュラムを構築している。そして、電気電子工学分野を主とした幅広い知識と技術を活用

する課題解決型科目（創造工学、卒業研究（Ⅰ、Ⅱ））を体系的に配置することで、次世代

を担う技術者に必要な能力を身につけられるようにする。 

 電気電子工学の基礎から専門の科目に加え、その知識を活用できる電気電子工学実験や、

電気主任技術者資格取得を念頭に置いた科目（電気法規など）を系統的に配置している。（特

色部分） 
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成績評価方法に関する方針 

1. 講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、定期試験・演習・レポートなどの

結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

2. 実技・実験・実習・演習および創造工学などの実践的科目においては、課題への取り組

み状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

3. 卒業研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み姿勢などを総合的

に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

成績の評価および単位認定基準 

 上記カリキュラムを構成している各科目の学修成果は､「成績評価方法に関する方針」に

従った評価方法に沿って総合的に評価する。各科目における具体的な到達目標や成績評価

法はシラバスに記入されている。成績は 100 点法によるものとし、60 点以上を合格とし所

定の単位を認定する。 
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カリキュラム・ポリシー 

【電子情報工学科】 

 

 電子情報工学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階か

ら専門教育を学修する以下のカリキュラム・ポリシーを定め、教育課程系統図に示している。 

 

＜視野＞に関連した外国語を含む人文・社会系リベラルアーツ科目を配置する。 

＜技術者倫理＞に関連した倫理・社会系科目に加え、「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜意欲＞に関連した「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜基礎＞に関連した自然科学系リベラルアーツおよび専門科目、数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）に関する対象科目を配置する。 

＜専門＞に関連した自然科学および専門科目を配置する。 

＜展開＞に関連した「電子情報工学実験」「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜発表＞に関連した「国語ⅠA」「国語ⅠB」「国語Ⅱ」「日本文学（留学生においては日本

語教育ⅠA）」「創造工学」「卒業研究」を配置する。 

＜英語＞に関連した外国語を含む人文・社会系科目を配置する。 

 

 電子情報工学を理解する幅広い知識を養うために、５年一貫の教養教育および実践的工

学教育を様々な教科からなるカリキュラムによって効果的に行い、実践的・創造的技術者と

して将来活躍するための知識と技術、課題探求・問題解決能力などの総合的判断力、コミュ

ニケーション能力や国際性、技術者としての倫理観を身につけた人材の育成を行う。分野横

断的共通科目として人文社会（国語、歴史、地理、政治・経済）、英語、数学、自然科学（物

理、化学、地球生命科学）、情報処理の基礎教育を行う。またハードウェアやソフトウェア

の設計開発を行う技術者となるために必要な基盤となる電気電子系、情報通信系といった

電子情報工学の専門知識を身につけるカリキュラムを構築している。特にものづくりのた

めの、ハードウェア、ソフトウェア及び両者の融合技術を活用する実験科目、課題解決型科

目を体系的に配置することで、次世代を担う技術者に必要な能力を基礎から発展まで体系

的に身につけられるようにする。 

 

 

成績評価方法に関する方針 

 

1. 講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、定期試験・演習・レポートなどの

結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

2. 実技・実験・実習・演習および創造工学などの実践的科目においては、課題への取り組

み状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 
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3. 卒業研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み姿勢などを総合的

に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。

成績の評価および単位認定基準 

 上記カリキュラムを構成している各科目の学修成果は､「成績評価方法に関する方針」に

従った評価方法に沿って総合的に評価する。各科目における具体的な到達目標や成績評価

法はシラバスに記入されている。成績は 100 点法によるものとし、60 点以上を合格とし所

定の単位を認定する。 
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カリキュラム・ポリシー 

【生物応用化学科】 

 

 生物応用化学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階か

ら専門教育を学修する以下のカリキュラム・ポリシーを定め、教育課程系統図に示している。 

 

＜視野＞に関連した外国語を含む人文・社会系リベラルアーツ科目を配置する。 

＜技術者倫理＞に関連した倫理・社会系科目に加え、「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜意欲＞に関連した「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜基礎＞に関連した自然科学系リベラルアーツおよび専門科目、数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）に関する対象科目を配置する。 

＜専門＞に関連した自然科学および専門科目を配置する。 

＜展開＞に関連した「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜発表＞に関連した「国語ⅠA」「国語ⅠB」「国語Ⅱ」「日本文学（留学生においては日本

語教育ⅠA）」「創造工学」「卒業研究」を配置する。 

＜英語＞に関連した外国語を含む人文・社会系科目を配置する。 

 

 応用化学・生物工学を理解する幅広い知識を養うために、５年一貫の教養教育および実践

的工学教育を様々な科目からなるカリキュラムによって効果的に行い、実践的・創造的技術

者として将来活躍するための知識と技術、課題探求・問題解決能力などの総合的判断力、コ

ミュニケーション能力や国際性、技術者としての倫理観および継続的・自律的に学習する能

力を身につけた人材の育成を行っている。 

 分野横断的共通科目として、人文社会（国語、歴史、地理、倫理・社会、政治・経済）、

英語、数学、自然科学（物理、化学、地球生命科学）、情報系（情報処理、情報セキュリテ

ィ）、技術者倫理（技術者倫理入門）の基礎教育を行っている。 

 応用化学・生物工学に関する研究開発や品質・生産管理を行う技術者となるために必要な

基盤となる基礎専門科目として、無機化学系（無機化学Ⅰ）、有機化学系（有機化学、高分

子化学Ⅰ・Ⅱ）、物理化学系（物理化学Ⅰ・Ⅱ）、分析化学系（分析化学、機器分析化学、環

境分析化学）、生物化学系（生物化学、基礎細胞生物学、微生物学、分子生物学）、および実

験・実習（生物応用化学実験、情報処理応用）といった専門科目群（基本科目）をカリキュ

ラムに配置している。これらの科目のうち、高分子化学、物理化学Ⅱ、分子生物学には、学

生自身が興味やキャリア設計にあわせてデザイン可能な内容が系統的に配置されている。 

 さらに、素材・生産・環境を総合的に捉えられる創造性豊かな実践技術者に必要な能力を

身につけられるよう、より専門的な応用化学・生物工学に関する共通・コース別専門科目と

して、工業化学系（無機化学Ⅱ、高分子化学Ⅱ、工業化学、生体・機能材料工学、界面化学）、

化学工学系（化学工学、反応工学、生物・化学工学）、細胞工学系（細胞工学、タンパク質
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化学）、遺伝子工学系（遺伝子工学）、実験・実習（応用化学・生物化学コース別実験）、課

題解決型科目（創造工学、卒業研究Ⅰ・Ⅱ）などの高い専門知識・技術を身につける専門科

目群（展開科目）を４年次以降体系的に配置している。これらの科目のうち、生体・機能材

料工学、界面化学、化学工学、反応工学、細胞工学、タンパク質化学、遺伝子工学、応用化

学・生物化学コース別実験には、学生自身が興味やキャリア設計にあわせてデザイン可能な

内容が系統的に配置されている。 

 

 

成績評価方法に関する方針 

 

1. 講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、定期試験・演習・レポートなどの

結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

2. 実技・実験・実習・演習および創造工学などの実践的科目においては、課題への取り組

み状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

3. 卒業研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み姿勢などを総合的

に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

 

 

成績の評価および単位認定基準 

 

 上記カリキュラムを構成している各科目の学修成果は、「成績評価方法に関する方針」に

従った評価方法に沿って総合的に評価する。各科目における具体的な到達目標や成績評価

法はシラバスに記入されている。成績は 100 点法によるものとし、60 点以上を合格とし所

定の単位を認定する。 
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カリキュラム・ポリシー 

【材料工学科】 

 

 材料工学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専

門教育を学修する以下のカリキュラム・ポリシーを定め、教育課程系統図に示している。 

 

＜視野＞に関連した外国語を含む人文・社会系リベラルアーツ科目を配置する。 

＜技術者倫理＞に関連した倫理・社会系科目に加え、「技術者倫理入門」「卒業研究」「創

造工学」を配置する。 

＜意欲＞に関連した「卒業研究」「創造工学」を配置する。 

＜基礎＞に関連した自然科学系リベラルアーツおよび専門科目、数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）に関する対象科目を配置する。 

＜専門＞に関連した自然科学および専門科目を配置する。 

＜展開＞に関連した「材料工学実験」「ものづくり実習」「卒業研究」「創造工学」を配置

する。 

＜発表＞に関連した「国語ⅠA」「国語ⅠB」「国語Ⅱ」「日本文学（留学生においては日本

語教育ⅠA）」「創造工学」「卒業研究」を配置する。 

＜英語＞に関連した外国語を含む人文・社会系科目を配置する。 

 

 材料工学を理解する幅広い知識を養うために、５年一貫の教養教育および実践的工学教

育を様々な科目からなるカリキュラムによって効果的に行い、実践的・創造的技術者として

将来活躍するための知識と技術、課題探求・問題解決能力などの総合的判断力、コミュニケ

ーション能力や国際性、技術者としての倫理観、継続的・自律的に学習する能力を身につけ

た人材の育成を行う。 

 一般科目として人文社会（国語、政治・経済）、英語、数学、自然科学（物理、化学）、情

報系（情報処理、情報セキュリティ）の基礎教育を行っている。 

 材料の設計や開発を行う技術者となるために必要な基盤となる金属材料系（金属材料、材

料組織学）、無機材料系（無機材料、無機化学）、有機材料系（有機材料、有機化学）、材料

物性系（基礎材料学）、物理化学系（熱力学、統計熱力学）といった材料工学の専門知識を

身につけるカリキュラムを構築している。また、分析・評価系（材料力学、材料解析学）お

よびものづくりのための設計・製図、加工系（設計製図（Ⅰ、Ⅱ））、ならびに習得した知識

と技術を活用する課題解決型科目（ものづくり実習、創造工学、卒業研究（Ⅰ、Ⅱ））を体

系的に配置することで、次世代を担う技術者に必要な能力、倫理観と公正な態度を身につけ

られるようにする。 

 ４年生以上の科目では、学生自身が興味に合わせてデザイン可能な発展的な内容の科目

（非鉄金属材料、電気化学、有機反応化学、材料機器分析、設計製図Ⅴなど）を系統的に配
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置している。 

 

 

成績評価方法に関する方針 

 

1. 講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、定期試験・演習・レポートなどの

結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

2. 実技・実験・実習・演習および創造工学などの実践的科目においては、課題への取り組

み状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

3. 卒業研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み姿勢などを総合的

に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

 

 

成績の評価および単位認定基準 

 

 上記カリキュラムを構成している各科目の学修成果は､「成績評価方法に関する方針」に

従った評価方法に沿って総合的に評価する。各科目における具体的な到達目標や成績評価

法はシラバスに記入されている。成績は 100 点法によるものとし、60 点以上を合格とし所

定の単位を認定する。 
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カリキュラム・ポリシー 

【総合イノベーション工学専攻】 

 

 総合イノベーション工学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、

以下の方針でカリキュラムを構成し、教育課程系統図に示している。 

 

＜視野＞に関連した科目（言語表現学特論、国際関係論等）を配置する。 

＜技術者倫理＞に関連した科目（技術者倫理）を配置する。 

＜意欲＞に関連した科目（特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ）を配置する。 

＜基礎＞に関連した科目（代数学特論、応用物理学等）を配置する。 

＜専門＞に関連した科目として、環境・資源コースでは、（海洋環境学、環境科学特論等）

を配置する。エネルギー・機能創成コースでは、（次世代エネルギー工学、材料強度工学

等）を配置する。ロボットテクノロジーコースでは、（実践メカトロニクス、制御機器工

学等）を配置する。 

＜展開＞に関連した科目（総合イノベーション工学実験、特別研究Ⅰ、Ⅱ）を配置する。 

＜発表＞に関連した科目（特別研究Ⅰ、Ⅱ等）を配置する。 

＜英語＞に関連した科目（技術英語Ⅰ、Ⅱ、英語表現論等）を配置する。 

 

 

成績評価方法に関する方針 

 

1. 講義科目においては、科目ごとの到達目標を設定し、定期試験・演習・レポートなどの

結果を総合的に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

2. 実技・実験・実習・演習およびグローバル・リーダー論などの実践的科目においては、

課題への取り組み状況、レポート、発表などを総合的に勘案し、到達目標に対する到達

度を評価する。 

3. 特別研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み姿勢などを総合的

に勘案し、到達目標に対する到達度を評価する。 

 

 

成績の評価および単位認定基準 

 

 上記カリキュラムを構成している各科目の学修成果は､「成績評価方法に関する方針」に

従った評価方法に沿って総合的に評価する。各科目における具体的な到達目標や成績評価

法はシラバスに記入されている。成績は 100 点法によるものとし、60 点以上を合格とし所

定の単位を認定する。 
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○ 鈴鹿工業高等専門学校における授業科目の履修・単位の修得及び修了

認定に関する規則

平成 16 年４月１日

規 則 第 ８ 号 

最終改正令和５年２月２２日 

鈴鹿工業高等専門学校における授業科目の履修・単位の修得及び修了認定に関する規則 

（趣旨） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校（以下「本校」という。）

における授業科目の履修、単位の修得及び課程修了の認定は、この規則の定めるところ

による。 

（授業科目の履修・単位の修得の特例） 

第２条 第４学年及び第５学年の学生は、別に定めるところにより、他学科の授業科目を履

修し単位を修得することができる。 

第３条 第５学年の学生は、当該学科の開設する第４学年の授業科目中履修しなかった科目

又は修得できなかった科目を５単位まで修得することができる。 

（大学等における学修申請等） 

第４条 独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校学則（平成 16 年学則第 

１号。以下「学則」という。）第 29 条の規定のうち、大学の学修を本校における授業科

目の履修とみなし、単位の認定を受けようとする者は、大学の授業を履修する前に別に

定める大学における学修申請書を学科長の同意を得た上で、学生課教務係に提出し、教

務主事の了解を得なければならない。単位修得後は別に定める大学における学修単位認

定申請書を同係に提出しなければならない。 

２ 前項における学修単位認定申請については、教務委員会で審議するものとする。ただし、

当該学科において同一内容の授業科目が開講されている場合については、申請した学修単

位は認められないこともある。 

（学業成績の評価） 

第４条の２ 学業成績の評価については、別に定める評価基準によるものとする。 

（単位の修得） 

第５条 履修した授業科目の単位の修得は、次に掲げる要件をすべて満たさなければならな

い。 

（１） 履修した授業科目の評価が６０点以上であること。

（２） 履修した授業科目の欠席時数が授業時数の５分の１を超えないこと。
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（課程修了） 

第６条 課程修了は、次の各号に該当するものについて認定する。 

(1) 教育課程に定める学年の授業科目につき所定の単位を修得していること。

(2) 次表に掲げる学年に対応した単位数を修得していること。

学年 修 得 単 位 数 

1 必修科目の全単位 

2 必修科目の全単位 

3 必修科目の全単位 

4 
第１学年から第４学年の必修科目の全単位、選択必修科目の所定の単位 

及び選択科目の単位の合計が 134 単位以上 

5 

第１学年から第５学年の必修科目の全単位、選択必修科目の所定の単位

及び選択科目の単位の合計が 167 単位以上 

（専門科目 82 単位以上を含む。） 

(3) 特別活動の履修状況が良好であること。

（課程修了の認定） 

第７条 前条の認定は、専任の授業担当教員で構成する修了認定会議の意見を聞いて、校長

が行う。 

第８条 前条により当該学年の課程の修了を認定された者は、進級又は卒業ができるものと

する。 

２  当該学年の課程の修了を認定されない者は原学年に留まり、第１学年から第３学年に

留められた者（退学を申し出た場合を除く。）は当該学年の定められた修得単位数（第３

学年は当該年度に学業成績「優」の評価を得た単位を除く。）、第４学年及び第５学年に

留められた者は当該学年の定められた修得単位数のうち修得できなかった単位を修得す

るものとする。この場合において、第４学年に留められた者は第５学年の単位(「卒業研

究Ⅱ」は除く。)を修得できるものとする。 

（追認試験） 

第９条 追認試験は、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。 

（１） 追認試験の結果によって課程修了の認定ができること。

（２） 履修した授業科目のうち、第５条に掲げる要件の第２号を満たすこと。ただし、実

技、作品、報告書及び論文等により学業成績を評価する授業科目については、含めない

ものとする。 

（３） 第１学年から第３学年にあっては２科目又は４単位を超えないこととし、第４学年

及び第５学年にあっては４単位を超えないこととする。ただし、令和５年度以降に入

学した学生の第９条第１項に係る第１学年から第５学年に関する追認試験の取扱いは、

以下のいずれかを満たすものとする。 

１）２科目以内であること。

２）４単位以内であること。

ただし、学修単位は2分の1倍した単位数とする。 
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２ 追認試験の結果により、当該科目の単位を認定することができる。 

３ その他追認試験に関する事項については、別に定める。 
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附 則 

１ この規則は、平成 16 年４月１日から施行する。 

２ 平成 14 年度以前の入学者にかかる修得単位数については、なお従前の例による。

附 則 

この規則は、平成 18 年４月１日から施行する。

附 則 

この規則は、平成 19 年２月 12 日から施行する。

附 則 

この規則は、平成 19 年５月７日から施行し、平成 19 年４月１日から適用する。

附 則 

この規則は、平成 23 年４月１日から施行し、平成 23 年４月１日から適用する。

附 則 

１ この規則は、平成 29 年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第８条第２項は、平成 30 年４月１日から適用する。

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 創造工学
科目基礎情報
科目番号 0072 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 学科から提案された課題については適宜，参考書・プリント等を配布する．
担当教員 電気電子工学科 全教員
到達目標
習得した知識・能力を超える問題に備えて継続的・自律的に学習し，習得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に
進め，成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論することができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 自らのアイディアで創造作品を発
案できる． 創造作品を発案できる． 創造作品を発案できない．

評価項目2
創造作品の製作で必要な技術や情
報について積極的に調査し，設計
に活かすことができる．

創造作品の製作で必要な技術や情
報について調査し，設計に活かす
ことができる．

創造作品の製作で必要な技術や情
報について調査したり，設計する
ことができない．

評価項目3
責任感を持ってグループ内で協調
して課題解決に取り組むことがで
きる．

グループ内で協調して課題解決に
取り組むことができる．

課題解決に取り組むことができな
い．

評価項目4
設計仕様に基づいて創造作品を製
作するだけでなく，より良い作品
作りを心掛けている．

設計仕様に基づいて創造作品を製
作できる．

設計仕様に基づいて創造作品を製
作することができない．

評価項目5 創造作品について的確な図や文章
を用いて報告できる．

創造作品について図や文章を用い
て報告できる．

創造作品について図や文章を用い
て報告できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

創造性・独創性を培う具体的工学教育の基礎をもの造りと位置づけ，自ら設定した課題あるいは提案された課題につい
て取り組み，その実現のために解決すべき課題の発見とその解決法のデザインを体験する．この過程を通して，技術者
としてのモチベーション（意欲，情熱，チャレンジ精神など）を高めるとともに，これまで学んできた学問・技術の応
用能力，課題設定力，創造力，継続的・自律的に学習できる能力，プレゼンテーション能力および報告書作成能力を培
う．

授業の進め方・方法 ・すべての授業内容は，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>下記授業計画の「到達目標」の習得の度合いを，テーマ発表(10%)，中間発表(10%)，最
終発表(25%)，課題報告書(50%)，課題作品(5%)により評価し，100点満点で60点以上の得点を取得した場合に目標を
達成したことが確認できるように，それぞれの報告書および発表の評価レベルを設定する．
<学業成績の評価方法および評価基準>テーマ発表を１０％，中間発表を１０％，最終発表を２５％，課題報告書を
５０％，課題作品を５％として評価し，１００点満点で評価する．
<単位修得要件>学業成績で６０点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>課題に関連する工作技術や基礎的な電気・電子回路等の周辺技術，知識がある
ことが望ましい．しかし，それが無くても意欲的に関連知識の吸収に心がけること．本教科は，倫理・社会の学習が基
礎となる教科である．
<レポート等>授業内容の項で示した １．実施概要計画書，２．概要・実施計画の発表会（テーマ発表会），３．課題報
告書，４．最終発表，５．課題の制作 などを実施する．
<備考>本授業では各班・各自の考えで独特のものを作り出すことにある．自ら積極的・意欲的に取り組む姿勢が要求さ
れる．なお，工作等では怪我のないよう十分注意する．本授業では学外のエンジニアを講師として招き，エンジニアリ
ングデザインに関する実践的な知識や経験に基づいたテーマに対する助言を受けることができる．本教科は，後に学習
する卒業研究の基礎となる教科である．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
ガイダンス（授業の目的，意義の主旨および授業方針
，発表会とレポ−ト提出の説明），班分け，テーマの
決定，課題に関する情報収集
＜展開＞

1. テーマを進める上で準備すべき事柄を認識し，継続
的に学習することができる．

2週 テーマ発表会，課題に関する情報収集
＜展開＞＜発表＞

2. テーマ発表会と最終発表において，理解しやすく工
夫した発表をすることができ，的確な討論をすること
ができる．

3週
実施方法（実施概要計画書の作成．全体設計図，部品
図，ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ仕様等の作成，材料注文表の提出）
＜専門＞＜展開＞

3. テーマを進める上で解決すべき課題を把握し，その
解決に向けて自律的に学習することができる．
4. テーマのゴールを意識し，計画的に課題を進めるこ
とができる．
5. テーマを進める過程で自ら創意・工夫することがで
きる．

4週
課題作成（部品の加工，部品の組立作業，ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
）
＜展開＞＜意欲＞

上記3, 4, 5

5週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記3, 4, 5

6週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記3, 4, 5

7週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記3, 4, 5
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8週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記3, 4, 5

2ndQ

9週 改良点等の検討
＜意欲＞＜展開＞ 上記3, 4, 5

10週 課題作成（改良・検討）
＜意欲＞＜展開＞ 上記3, 4, 5

11週 課題作成（改良・検討）
＜意欲＞＜展開＞ 上記3, 4, 5

12週
課題作成・製作品についての電気的特性の測定，計算
精度の評価等の実験と性能検査
＜意欲＞,＜展開＞

上記3, 4, 5

13週
課題作成・製作品についての電気的特性の測定，計算
精度の評価等の実験と性能検査
＜意欲＞,＜展開＞

上記3, 4, 5

14週 課題完成・レポ−ト作成
＜展開＞＜発表＞＜意欲＞ 6. 報告書を論理的に記述することができる．

15週 課題報告書提出・最終発表会
 ＜専門＞＜展開＞＜発表＞＜意欲＞ 上記2, 6

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 3
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 3

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 3
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 3

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 3
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 3

他者の意見を聞き合意形成することができる。 3
合意形成のために会話を成立させることができる。 3
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 3

書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 3

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 3

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 3

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 3

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 3

複数の情報を整理・構造化できる。 3
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 3

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

3

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 3

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 3
事実をもとに論理や考察を展開できる。 3
結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3
目標の実現に向けて計画ができる。 3
目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3
日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3

社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 3

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3
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チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

法令やルールを遵守した行動をとれる。 3
他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 3

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 3
要求に適合したシステム、構成要素、工程等の設計に取り組むこ
とができる。 3

課題や要求に対する設計解を提示するための一連のプロセス(課
題認識・構想・設計・製作・評価など)を実践できる。 3

提案する設計解が要求を満たすものであるか評価しなければなら
ないことを把握している。 3

経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 3

評価割合
テーマ発表 中間発表 最終発表 課題報告書 課題作品 合計

総合評価割合 10 10 25 50 5 100
配点 10 10 25 50 5 100

創造工学シラバス（電気電子工学科）
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 創造工学
科目基礎情報
科目番号 0085 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 教科書：プリント配布．参考書：１，２学年「機械工作法」の教科書，「はじめてのロボット創造設計」（米田，講談
社）など．

担当教員 電子情報工学科 全教員
到達目標
習得した知識・能力を超える問題に備えて継続的・自律的に学習し，習得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に
進め，チーム内で成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
テーマを進める上で準備する事柄
を認識し，解決すべき課題を把握
し，解決に向けて自律的に学習で
きる．

テーマを進める上で準備する事柄
を認識し，解決すべき課題を把握
して解決に向けて努力できる．

テーマを進める上で準備する事柄
を認識したり，解決すべき課題を
把握することができない．

評価項目2
ゴールを意識して，班員と共に計
画的に課題を進める共に，自ら創
意工夫できる．

ゴールを意識して，班員と共に計
画的に課題を進めることができる
．

ゴールを意識して，計画的に課題
を進めることができない．

評価項目3
中間および最終発表において理解
し易く工夫した発表と討論を行え
ると共に，論理的に記述した報告
書を期限内に提出できる．

中間および最終発表において発表
と討論を行えると共に，報告書を
期限内に提出できる．

中間および最終発表において発表
と討論を積極的に行えず，十分な
レベルと分量の報告書を期限内に
提出できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

「魅力的な製品」の実現を目指して学生自ら技術的課題と目標を設定し，期日や材料の制限下で実現可能性を考慮に入
れた仕様・計画の立案，設計・製作を完遂する．一連の過程を通して，解決すべき課題の発見と解決手法を実践的に体
験する．技術者としてのモチベーション（意欲，情熱，チャレンジ精神など）を涵養し，これまでに学んだ学問・技術
の応用能力，課題設定力，創造力，継続的・自律的に学習できる能力，プレゼンテーション能力および報告書作成能力
を育成する．実習を通して創造力の幅を広げ，より高度な設計技術，エンジニアリングデザイン能力を実地で身に付け
る．この科目は顧客のニーズに応じた実践的な製品開発の一連のプロセスを実習形式で体験する授業である．企業で産
業用ロボット，シーケンサー（ＰＬＣ）などを用いた自動生産設備の開発を担当していた教員を中心として機械工学科
全教員で担当する．

授業の進め方・方法

・第１週の内容は，学習・教育到達目標（Ａ）＜視野＞，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞に対応する．
・第２週，第３週の内容は，アイデア討論，仕様策定および概略設計，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞，＜展開＞ に
対応する．
・第４週の内容は，学習・教育到達目標（Ｃ）＜発表＞に対応する．
・第５週から第１４週までの内容はすべて，学習・教育到達目標（Ａ）＜意欲＞，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門
＞，＜展開＞に対応する．
・第１５週の内容は，学習・教育到達目標（Ｃ）＜発表＞に対応する．
・授業は講義・実習形式で行う．講義中は集中して聴講し，実習中は安全に注意して真剣に取り組む．
・クラスを班（各班２～５名）に分け，指定された大枠のテーマを満たす「魅力的な製品」を各班で１台ずつ製作する
．考案，仕様策定，計画立案，設計・製作，プレゼンテーションを班員全員で協力して行う．
・製作する製品はセンサやスイッチなどを入力とし，電気モータやエアシリンダを動力とする．動力およびアルミ材な
ど，最低限必要な材料は支給する．
・エンジニアリングデザインに関する実践的な知識や経験に関する講義を行なう．学内パテントコンテストへの参加も
強く推奨する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
「到達目標」１～６の習得の度合いを中間および最終発表会のプレゼンテーションと完成した成果物と最終報告書で評
価する．100点満点で60点以上の得点を取得した場合に目標を達成したことが確認できるように，それぞれの報告書お
よび発表の評価レベルを設定し，中間発表を１５％，最終報告書を７５％，最終発表を５％，課題作品を５％として評
価する．
<学業成績の評価方法および評価基準>
中間発表を１５％，最終報告書を７５％，最終発表を５％，課題作品を５％として１００点満点で評価する．
<単位修得要件>
学業成績の評価方法によって，学業成績で６０点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
本教科は「機械工作実習」，「総合実習」の学習が基礎となる教科である．以上の科目に加え，設計製図，機械加工学
，コンピュータプログラミング等の基礎知識も必要である．
<レポート等>
学期末に，製作した成果物のアイデア，機構，図面をまとめたレポートを各人１部提出する．
<備考>
本教科は後に学習する「卒業研究」，「特別研究（専攻科）」の基礎となる教科である．第３学年の「総合実習」で行
ったロボット製作よりも高度な技術が要求される一方，製作に当てられる時間数が少ないため計画にしたがって効率的
に作業を行う必要があり，チームワークが重要である．

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 ☑ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 授業内容および自動制御に関するガイダンス １．顧客の要望するニーズの本質を理解するために問
題を掘り下げて考察することができる．

2週 アイデア討論 ２．ニーズに応えられる現実的なソリューションを積
極的に多角的な視点に基づいて議論できる．

3週 仕様策定および概略設計 ３．テーマを進める上で準備すべき事柄を認識し，継
続的に学習できる．
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4週 アイデア発表会 ４．理解しやすく工夫した発表と的確な討論を行なえ
る．

5週 詳細設計（１）
上記１から３
５．テーマを進める上で解決すべき課題を把握し，そ
の解決に向けて自律的に学習できる．
６．テーマを進める過程で自ら創意・工夫できる．

6週 詳細設計（２） 上記１から６
7週 詳細設計（３） 上記１から６

8週 課題製作（１） 上記１から６
７．ゴールを意識し，計画的に課題を進められる．

2ndQ

9週 課題製作（２） 上記１から７
10週 課題製作（３） 上記１から７
11週 課題製作（４） 上記１から７
12週 課題製作（５） 上記１から７
13週 課題製作（６） 上記１から７
14週 課題製作（７） 上記１から７
15週 成果発表会 ８．報告書を論理的に記述し，期限内に提出できる．
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 3
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 3

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 3
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 3

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 3
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 3

他者の意見を聞き合意形成することができる。 3
合意形成のために会話を成立させることができる。 3
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 3

書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 3

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 3

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 3

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 3

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 3

複数の情報を整理・構造化できる。 3
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 2

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

3

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 3

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 3
事実をもとに論理や考察を展開できる。 3
結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3
目標の実現に向けて計画ができる。 3
目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3
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日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3

社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 3

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3
チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 3

評価割合
発表（中間） 発表（最終） 報告書 課題作品 合計

総合評価割合 15 5 75 5 100
配点 15 5 75 5 100
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 創造工学
科目基礎情報
科目番号 0073 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 生物応用化学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 学科から提案された課題については適宜，参考書・プリント等を配布する．
担当教員 生物応用化学科 全教員
到達目標
習得した知識・能力を超える問題に備えて継続的・自律的に学習し，習得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に
進め，成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論することができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
習得した知識・能力を超える問題
について，創造性を発揮すること
ができる．

習得した知識をもとに，創造性を
発揮することができる．

創造性を発揮することができない
．

評価項目2
習得した知識・能力を超える問題
について，限られた時間内で仕事
を計画的に進めることができる．

習得した知識をもとに，限られた
時間内で仕事を計画的に進めるこ
とができる．

限られた時間内で仕事を計画的に
進めることができない．

評価項目3
習得した知識・能力を超える問題
について，成果・問題点等を論理
的に記述・伝達・討論することが
できる．

習得した知識をもとに，成果・問
題点等を論理的に記述・伝達・討
論することができる．

成果・問題点等を論理的に記述・
伝達・討論することができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

創造性・独創性を培う具体的工学教育の基礎をもの造りと位置づけ，自ら設定した課題あるいは提案された課題につい
て取り組み，その実現のために解決すべき課題の発見とその解決法のデザインを体験する．この過程を通して，技術者
としてのモチベーション（意欲，情熱，チャレンジ精神など）を高めるとともに，これまで学んできた学問・技術の応
用能力，課題設定力，創造力，継続的・自律的に学習できる能力，プレゼンテーション能力および報告書作成能力を培
う．

授業の進め方・方法 ・すべての授業内容は，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>下記授業計画の「到達目標」の習得の度合いを，テーマ発表(10%)，中間発表(10%)，最
終発表(25%)，課題報告書(50%)，課題作品(5%)により評価し，100点満点で60点以上の得点を取得した場合に目標を
達成したことが確認できるように，それぞれの報告書および発表の評価レベルを設定する．
<学業成績の評価方法および評価基準>テーマ発表を１０％，中間発表を１０％，最終発表を２５％，課題報告書を
５０％，課題作品を５％として評価し，１００点満点で評価する．
<単位修得条件>学業成績で６０点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>課題に関連する工作技術や基礎的な電気・電子回路等の周辺技術，知識がある
ことが望ましい．しかし，それが無くても意欲的に関連知識の吸収に心がけること．本教科は，倫理・社会の学習が基
礎となる教科である．
<レポート等>授業内容の項で示した １．実施概要計画書，２．概要・実施計画の発表会（テーマ発表会），３．課題報
告書，４．最終発表，５．課題の制作 などを実施する．
<備考>本授業では各班・各自の考えで独特のものを作り出すことにある．自ら積極的・意欲的に取り組む姿勢が要求さ
れる．なお，工作等では怪我のないよう十分注意する．本授業では学外のエンジニアを講師として招き，エンジニアリ
ングデザインに関する実践的な知識や経験に基づいたテーマに対する助言を受けることができる．本教科は，後に学習
する卒業研究の基礎となる教科である．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週
ガイダンス（授業の目的，意義の主旨および授業方針
，発表会とレポ−ト提出の説明），班分け，テーマの
決定，課題に関する情報収集
＜展開＞

1. テーマを進める上で準備すべき事柄を認識し，継続
的に学習することができる．

2週
課題作成
＜展開＞＜意欲＞
＜展開＞＜発表＞

2. テーマを進める上で解決すべき課題を把握し，その
解決に向けて自律的に学習することができる．
3. テーマのゴールを意識し，計画的に課題を進めるこ
とができる．
4. テーマを進める過程で自ら創意・工夫することがで
きる．

3週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記2, 3, 4

4週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記2, 3, 4

5週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記2, 3, 4

6週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記2, 3, 4

7週 課題作成
＜展開＞＜意欲＞ 上記2, 3, 4

8週 中間発表会
 ＜専門＞＜展開＞＜発表＞＜意欲＞

5. 中間発表会と最終発表において，理解しやすく工夫
した発表をすることができ，的確な討論をすることが
できる．

2ndQ 9週 改良点等の検討
＜意欲＞＜展開＞ 上記2, 3, 4
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10週 課題作成（改良・検討）
＜意欲＞＜展開＞ 上記2, 3, 4

11週 課題作成（改良・検討）
＜意欲＞＜展開＞ 上記2, 3, 4

12週
課題作成・製作品についての電気的特性の測定，計算
精度の評価等の実験と性能検査
＜意欲＞,＜展開＞

上記2, 3, 4

13週
課題作成・製作品についての電気的特性の測定，計算
精度の評価等の実験と性能検査
＜意欲＞,＜展開＞

上記2, 3, 4

14週 課題完成・レポ−ト作成
＜展開＞＜発表＞＜意欲＞ 6. 報告書を論理的に記述することができる．

15週 課題報告書提出・最終発表会
 ＜専門＞＜展開＞＜発表＞＜意欲＞ 上記5, 6

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 3

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 3

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 3

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 3

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 3
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 3
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

他者の意見を聞き合意形成することができる。 3
合意形成のために会話を成立させることができる。 3
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 3

書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 3

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 3

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 3

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 3

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 3

複数の情報を整理・構造化できる。 3
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 3

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

3

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 3

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 3
事実をもとに論理や考察を展開できる。 3
結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3
目標の実現に向けて計画ができる。 3
目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3
日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3
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社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 3

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3
チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

法令やルールを遵守した行動をとれる。 3
他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 3

評価割合
テーマ発表 中間発表 最終発表 課題報告書 課題作品 合計

総合評価割合 10 10 25 50 5 100
配点 10 10 25 50 5 100
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 創造工学
科目基礎情報
科目番号 0101 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 材料工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 教科書：プリント配布．参考書：１，２学年「機械工作法」の教科書，「はじめてのロボット創造設計」（米田，講談
社）など．

担当教員 ,材料工学科 全教員
到達目標
習得した知識・能力を超える問題に備えて継続的・自律的に学習し，習得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に
進め，チーム内で成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
テーマを進める上で準備する事柄
を認識し，解決すべき課題を把握
し，解決に向けて自律的に学習で
きる．

テーマを進める上で準備する事柄
を認識し，解決すべき課題を把握
して解決に向けて努力できる．

テーマを進める上で準備する事柄
を認識したり，解決すべき課題を
把握することができない．

評価項目2
ゴールを意識して，班員と共に計
画的に課題を進める共に，自ら創
意工夫できる．

ゴールを意識して，班員と共に計
画的に課題を進めることができる
．

ゴールを意識して，計画的に課題
を進めることができない．

評価項目3
中間および最終発表において理解
し易く工夫した発表と討論を行え
ると共に，論理的に記述した報告
書を期限内に提出できる．

中間および最終発表において発表
と討論を行えると共に，報告書を
期限内に提出できる．

中間および最終発表において発表
と討論を積極的に行えず，十分な
レベルと分量の報告書を期限内に
提出できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

「魅力的な製品」の実現を目指して学生自ら技術的課題と目標を設定し，期日や材料の制限下で実現可能性を考慮に入
れた仕様・計画の立案，設計・製作を完遂する．一連の過程を通して，解決すべき課題の発見と解決手法を実践的に体
験する．技術者としてのモチベーション（意欲，情熱，チャレンジ精神など）を涵養し，これまでに学んだ学問・技術
の応用能力，課題設定力，創造力，継続的・自律的に学習できる能力，プレゼンテーション能力および報告書作成能力
を育成する．実習を通して創造力の幅を広げ，より高度な設計技術，エンジニアリングデザイン能力を実地で身に付け
る．この科目は顧客のニーズに応じた実践的な製品開発の一連のプロセスを実習形式で体験する授業である．企業で産
業用ロボット，シーケンサー（ＰＬＣ）などを用いた自動生産設備の開発を担当していた教員を中心として機械工学科
全教員で担当する．

授業の進め方・方法

・第１週の内容は，学習・教育到達目標（Ａ）＜視野＞，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞に対応する．
・第２週，第３週の内容は，アイデア討論，仕様策定および概略設計，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞，＜展開＞ に
対応する．
・第４週の内容は，学習・教育到達目標（Ｃ）＜発表＞に対応する．
・第５週から第１４週までの内容はすべて，学習・教育到達目標（Ａ）＜意欲＞，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門
＞，＜展開＞に対応する．
・第１５週の内容は，学習・教育到達目標（Ｃ）＜発表＞に対応する．
・授業は講義・実習形式で行う．講義中は集中して聴講し，実習中は安全に注意して真剣に取り組む．
・クラスを班（各班２～５名）に分け，指定された大枠のテーマを満たす「魅力的な製品」を各班で１台ずつ製作する
．考案，仕様策定，計画立案，設計・製作，プレゼンテーションを班員全員で協力して行う．
・製作する製品はセンサやスイッチなどを入力とし，電気モータやエアシリンダを動力とする．動力およびアルミ材な
ど，最低限必要な材料は支給する．
・エンジニアリングデザインに関する実践的な知識や経験に関する講義を行なう．学内パテントコンテストへの参加も
強く推奨する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
「到達目標」１～６の習得の度合いを中間および最終発表会のプレゼンテーションと完成した成果物と最終報告書で評
価する．100点満点で60点以上の得点を取得した場合に目標を達成したことが確認できるように，それぞれの報告書お
よび発表の評価レベルを設定し，中間発表を１５％，最終報告書を７５％，最終発表を５％，課題作品を５％として評
価する．
<学業成績の評価方法および評価基準>
中間発表を１５％，最終報告書を７５％，最終発表を５％，課題作品を５％として１００点満点で評価する．
<単位修得要件>
学業成績の評価方法によって，学業成績で６０点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
本教科は「機械工作実習」，「総合実習」の学習が基礎となる教科である．以上の科目に加え，設計製図，機械加工学
，コンピュータプログラミング等の基礎知識も必要である．
<レポート等>
学期末に，製作した成果物のアイデア，機構，図面をまとめたレポートを各人１部提出する．
<備考>
本教科は後に学習する「卒業研究」，「特別研究（専攻科）」の基礎となる教科である．第３学年の「総合実習」で行
ったロボット製作よりも高度な技術が要求される一方，製作に当てられる時間数が少ないため計画にしたがって効率的
に作業を行う必要があり，チームワークが重要である．

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 ☑ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 授業内容および自動制御に関するガイダンス １．顧客の要望するニーズの本質を理解するために問
題を掘り下げて考察することができる．

2週 アイデア討論 ２．ニーズに応えられる現実的なソリューションを積
極的に多角的な視点に基づいて議論できる．

3週 仕様策定および概略設計 ３．テーマを進める上で準備すべき事柄を認識し，継
続的に学習できる．
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4週 アイデア発表会 ４．理解しやすく工夫した発表と的確な討論を行なえ
る．

5週 詳細設計（１）
上記１から３
５．テーマを進める上で解決すべき課題を把握し，そ
の解決に向けて自律的に学習できる．
６．テーマを進める過程で自ら創意・工夫できる．

6週 詳細設計（２） 上記１から６
7週 詳細設計（３） 上記１から６

8週 課題製作（１） 上記１から６
７．ゴールを意識し，計画的に課題を進められる．

2ndQ

9週 課題製作（２） 上記１から７
10週 課題製作（３） 上記１から７
11週 課題製作（４） 上記１から７
12週 課題製作（５） 上記１から７
13週 課題製作（６） 上記１から７
14週 課題製作（７） 上記１から７
15週 成果発表会 ８．報告書を論理的に記述し，期限内に提出できる．
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 3
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 3

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 3
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 3

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 3
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 3

他者の意見を聞き合意形成することができる。 3
合意形成のために会話を成立させることができる。 3
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 3

書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 3

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3

情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 3

情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 3

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 3

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 3

複数の情報を整理・構造化できる。 3
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 2

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

3

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 3

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 3
事実をもとに論理や考察を展開できる。 3
結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3
目標の実現に向けて計画ができる。 3
目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3
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日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3

社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 3

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3
チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 3

評価割合
発表（中間） 発表（最終） 報告書 課題作品 合計

総合評価割合 15 5 75 5 100
配点 15 5 75 5 100
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0093 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 教科書：特になし，参考書：インターンシップの手引き
担当教員 機械工学科 全教員
到達目標
社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得し，それらを日報や報告書にまとめ，それらをもとに，発表資
料を作成し，それを伝えられる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 担当者の指導の下，自ら進んで実
習を遂行できる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きない．

評価項目2 実習内容を的確にまとめた報告書
を作成できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できない．

評価項目3 実習内容を的確に整理して発表で
きる． 実習内容を整理して発表できる． 実習内容を発表できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得する．

授業の進め方・方法

・すべての授業内容は，内容は，学習・教育到達目標(B)＜展開＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．
・次のインターンシップ機関(以下，実習機関)，内容および期間で実務上の問題点と課題を体験し，日報，報告書，発表
資料を作成し，発表を行う．
【実習機関】学生の指導が担当可能な企業または公共団体の機関で専攻科分科会の推薦により校長が選定して委属した
機関．ただし，専攻科2年次の就職内定者については，内定先企業等への実習とする．
【内容】第4学年および第5学年学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわしい業務
【期間】1週間から3週間(実働5日以上)
【日報】毎日，日報を作成すること．
【課題】インターンシップ終了後に，報告書を作成し提出すること．
【発表】夏季休暇後にインターンシップ発表会を開催するので，発表資料を作成し，発表準備を行うこと．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
授業計画の「到達目標」1～6の習得具合を勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表の項目を総合して評価する
．評価に対する「知識・能力」の各項目の重みは同じである．
<学業成績の評価方法および評価基準>
「インターンシップの成績評価基準」に定められた配点に従って，勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表によ
り成績を評価する．
<単位修得要件>
総合評価で「可」以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
心得(時間の厳守(10分前集合)，挨拶，お礼など)
<レポートなど>
日報は，毎日，作成し，報告書も作成し，実習指導責任者の検印を受けて，インターンシップ終了後に，担任に提出す
ること．発表会用に発表資料および発表の準備をすること．
<備考>
インターンシップの内容は，第4学年および第5学年の学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわ
しい業務であること．第5学年の就職内定者については，内定先企業等への実習であること．実習機関の規則を厳守する
こと．評定書を最終日に受け取ったら，担任に提出すること．インターンシップの手引き，筆記用具，メモ帳(手帳)，日
報，実習先から指定されている物，評定書を持参すること．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1. 技術者として必要な資質が分かり，それらを体得で
きる．

2週 2. 実践的技術感覚が分かり，それらを体得できる．
3週 3. 体得したことを日報にまとめることができる．
4週 4. 体得したことを報告書にまとめることができる．
5週 5. 体得したことを発表資料にすることができる．

6週 6. 体得したことを発表し，質疑応答することができる
．

7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週

インターンシップシラバス（機械工学科） 資料5-3-2-(2)-01

1



16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 3
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 3

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 3

企業には社会的責任があることを認識している。 3
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 3

企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 3

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 3

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 3

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

評価割合
取り組み状況及び報告内容 合計

総合評価割合 100 100
配点 100 100

インターンシップシラバス（機械工学科） 資料5-3-2-(2)-01

2



鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0077 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 教科書：特になし，参考書：インターンシップの手引き
担当教員 各学年 担任
到達目標
社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得し，それらを日報や報告書にまとめ，それらをもとに，発表資
料を作成し，それを伝えられる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 担当者の指導の下，自ら進んで実
習を遂行できる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きない．

評価項目2 実習内容を的確にまとめた報告書
を作成できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できない．

評価項目3 実習内容を的確に整理して発表で
きる． 実習内容を整理して発表できる． 実習内容を発表できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得する．

授業の進め方・方法

・すべての授業内容は，内容は，学習・教育到達目標(B)＜展開＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．
・次のインターンシップ機関(以下，実習機関)，内容および期間で実務上の問題点と課題を体験し，日報，報告書，発表
資料を作成し，発表を行う．
【実習機関】学生の指導が担当可能な企業または公共団体の機関で専攻科分科会の推薦により校長が選定して委属した
機関．ただし，専攻科2年次の就職内定者については，内定先企業等への実習とする．
【内容】第4学年および第5学年学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわしい業務
【期間】1週間から3週間(実働5日以上)
【日報】毎日，日報を作成すること．
【課題】インターンシップ終了後に，報告書を作成し提出すること．
【発表】夏季休暇後にインターンシップ発表会を開催するので，発表資料を作成し，発表準備を行うこと．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
授業計画の「到達目標」1～6の習得具合を勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表の項目を総合して評価する
．評価に対する「知識・能力」の各項目の重みは同じである．
<学業成績の評価方法および評価基準>
「インターンシップの成績評価基準」に定められた配点に従って，勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表によ
り成績を評価する．
<単位修得要件>
総合評価で「可」以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
心得(時間の厳守(10分前集合)，挨拶，お礼など)
<レポートなど>
日報は，毎日，作成し，報告書も作成し，実習指導責任者の検印を受けて，インターンシップ終了後に，担任に提出す
ること．発表会用に発表資料および発表の準備をすること．
<備考>
インターンシップの内容は，第4学年および第5学年の学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわ
しい業務であること．第5学年の就職内定者については，内定先企業等への実習であること．実習機関の規則を厳守する
こと．評定書を最終日に受け取ったら，担任に提出すること．インターンシップの手引き，筆記用具，メモ帳(手帳)，日
報，実習先から指定されている物，評定書を持参すること．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1. 技術者として必要な資質が分かり，それらを体得で
きる．

2週 2. 実践的技術感覚が分かり，それらを体得できる．
3週 3. 体得したことを日報にまとめることができる．
4週 4. 体得したことを報告書にまとめることができる．
5週 5. 体得したことを発表資料にすることができる．

6週 6. 体得したことを発表し，質疑応答することができる
．

7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週

インターンシップシラバス（電気電子工学科） 資料5-3-2-(2)-02 

1



16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 3
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 3

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 3

企業には社会的責任があることを認識している。 3
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 3

企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 3

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 3

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 3

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

評価割合
取り組み状況及び報告内容 合計

総合評価割合 100 100
配点 100 100

インターンシップシラバス（電気電子工学科） 資料5-3-2-(2)-02 
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0089 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 教科書：特になし，参考書：インターンシップの手引き
担当教員 各学年 担任
到達目標
社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得し，それらを日報や報告書にまとめ，それらをもとに，発表資
料を作成し，それを伝えられる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 担当者の指導の下，自ら進んで実
習を遂行できる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きない．

評価項目2 実習内容を的確にまとめた報告書
を作成できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できない．

評価項目3 実習内容を的確に整理して発表で
きる． 実習内容を整理して発表できる． 実習内容を発表できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得する．

授業の進め方・方法

・すべての授業内容は，内容は，学習・教育到達目標(B)＜展開＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．
・次のインターンシップ機関(以下，実習機関)，内容および期間で実務上の問題点と課題を体験し，日報，報告書，発表
資料を作成し，発表を行う．
【実習機関】学生の指導が担当可能な企業または公共団体の機関で専攻科分科会の推薦により校長が選定して委属した
機関．ただし，専攻科2年次の就職内定者については，内定先企業等への実習とする．
【内容】第4学年および第5学年学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわしい業務
【期間】1週間から3週間(実働5日以上)
【日報】毎日，日報を作成すること．
【課題】インターンシップ終了後に，報告書を作成し提出すること．
【発表】夏季休暇後にインターンシップ発表会を開催するので，発表資料を作成し，発表準備を行うこと．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
授業計画の「到達目標」1～6の習得具合を勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表の項目を総合して評価する
．評価に対する「知識・能力」の各項目の重みは同じである．
<学業成績の評価方法および評価基準>
「インターンシップの成績評価基準」に定められた配点に従って，勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表によ
り成績を評価する．
<単位修得要件>
総合評価で「可」以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
心得(時間の厳守(10分前集合)，挨拶，お礼など)
<レポートなど>
日報は，毎日，作成し，報告書も作成し，実習指導責任者の検印を受けて，インターンシップ終了後に，担任に提出す
ること．発表会用に発表資料および発表の準備をすること．
<備考>
インターンシップの内容は，第4学年および第5学年の学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわ
しい業務であること．第5学年の就職内定者については，内定先企業等への実習であること．実習機関の規則を厳守する
こと．評定書を最終日に受け取ったら，担任に提出すること．インターンシップの手引き，筆記用具，メモ帳(手帳)，日
報，実習先から指定されている物，評定書を持参すること．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1. 技術者として必要な資質が分かり，それらを体得で
きる．

2週 2. 実践的技術感覚が分かり，それらを体得できる．
3週 3. 体得したことを日報にまとめることができる．
4週 4. 体得したことを報告書にまとめることができる．
5週 5. 体得したことを発表資料にすることができる．

6週 6. 体得したことを発表し，質疑応答することができる
．

7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週

インターンシップシラバス（電子情報工学科） 資料5-3-2-(2)-03

1



16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 3
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 3

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 3

企業には社会的責任があることを認識している。 3
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 3

企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 3

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 3

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 3

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

評価割合
取り組み状況及び報告内容 合計

総合評価割合 100 100
配点 100 100
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0078 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 生物応用化学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 教科書：特になし，参考書：インターンシップの手引き
担当教員 各学年 担任
到達目標
社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得し，それらを日報や報告書にまとめ，それらをもとに，発表資
料を作成し，それを伝えられる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 担当者の指導の下，自ら進んで実
習を遂行できる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きない．

評価項目2 実習内容を的確にまとめた報告書
を作成できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できない．

評価項目3 実習内容を的確に整理して発表で
きる． 実習内容を整理して発表できる． 実習内容を発表できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得する．

授業の進め方・方法

・すべての授業内容は，内容は，学習・教育到達目標(B)＜展開＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．
・次のインターンシップ機関(以下，実習機関)，内容および期間で実務上の問題点と課題を体験し，日報，報告書，発表
資料を作成し，発表を行う．
【実習機関】学生の指導が担当可能な企業または公共団体の機関で専攻科分科会の推薦により校長が選定して委属した
機関．ただし，専攻科2年次の就職内定者については，内定先企業等への実習とする．
【内容】第4学年および第5学年学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわしい業務
【期間】1週間から3週間(実働5日以上)
【日報】毎日，日報を作成すること．
【課題】インターンシップ終了後に，報告書を作成し提出すること．
【発表】夏季休暇後にインターンシップ発表会を開催するので，発表資料を作成し，発表準備を行うこと．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
授業計画の「到達目標」1～6の習得具合を勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表の項目を総合して評価する
．評価に対する「知識・能力」の各項目の重みは同じである．
<学業成績の評価方法および評価基準>
「インターンシップの成績評価基準」に定められた配点に従って，勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表によ
り成績を評価する．
<単位修得要件>
総合評価で「可」以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
心得(時間の厳守(10分前集合)，挨拶，お礼など)
<レポートなど>
日報は，毎日，作成し，報告書も作成し，実習指導責任者の検印を受けて，インターンシップ終了後に，担任に提出す
ること．発表会用に発表資料および発表の準備をすること．
<備考>
インターンシップの内容は，第4学年および第5学年の学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわ
しい業務であること．第5学年の就職内定者については，内定先企業等への実習であること．実習機関の規則を厳守する
こと．評定書を最終日に受け取ったら，担任に提出すること．インターンシップの手引き，筆記用具，メモ帳(手帳)，日
報，実習先から指定されている物，評定書を持参すること．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1. 技術者として必要な資質が分かり，それらを体得で
きる．

2週 2. 実践的技術感覚が分かり，それらを体得できる．
3週 3. 体得したことを日報にまとめることができる．
4週 4. 体得したことを報告書にまとめることができる．
5週 5. 体得したことを発表資料にすることができる．

6週 6. 体得したことを発表し，質疑応答することができる
．

7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
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16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 3
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 3

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 3

企業には社会的責任があることを認識している。 3
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 3

企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 3

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 3

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 3

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

評価割合
取り組み状況及び報告内容 合計

総合評価割合 100 100
配点 100 100
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鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0104 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 材料工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 教科書：特になし，参考書：インターンシップの手引き
担当教員 各学年 担任
到達目標
社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得し，それらを日報や報告書にまとめ，それらをもとに，発表資
料を作成し，それを伝えられる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 担当者の指導の下，自ら進んで実
習を遂行できる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きる．

担当者の指導の下，実習を遂行で
きない．

評価項目2 実習内容を的確にまとめた報告書
を作成できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できる．

実習内容をまとめた報告書を作成
できない．

評価項目3 実習内容を的確に整理して発表で
きる． 実習内容を整理して発表できる． 実習内容を発表できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 社会との密接な接触を通じて，技術者として必要な資質と実践的技術感覚を体得する．

授業の進め方・方法

・すべての授業内容は，内容は，学習・教育到達目標(B)＜展開＞に対応する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．
・次のインターンシップ機関(以下，実習機関)，内容および期間で実務上の問題点と課題を体験し，日報，報告書，発表
資料を作成し，発表を行う．
【実習機関】学生の指導が担当可能な企業または公共団体の機関で専攻科分科会の推薦により校長が選定して委属した
機関．ただし，専攻科2年次の就職内定者については，内定先企業等への実習とする．
【内容】第4学年および第5学年学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわしい業務
【期間】1週間から3週間(実働5日以上)
【日報】毎日，日報を作成すること．
【課題】インターンシップ終了後に，報告書を作成し提出すること．
【発表】夏季休暇後にインターンシップ発表会を開催するので，発表資料を作成し，発表準備を行うこと．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>
授業計画の「到達目標」1～6の習得具合を勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表の項目を総合して評価する
．評価に対する「知識・能力」の各項目の重みは同じである．
<学業成績の評価方法および評価基準>
「インターンシップの成績評価基準」に定められた配点に従って，勤務状況，勤務態度，日報，報告書および発表によ
り成績を評価する．
<単位修得要件>
総合評価で「可」以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
心得(時間の厳守(10分前集合)，挨拶，お礼など)
<レポートなど>
日報は，毎日，作成し，報告書も作成し，実習指導責任者の検印を受けて，インターンシップ終了後に，担任に提出す
ること．発表会用に発表資料および発表の準備をすること．
<備考>
インターンシップの内容は，第4学年および第5学年の学生が従事できる実務のうち，インターンシップの目的にふさわ
しい業務であること．第5学年の就職内定者については，内定先企業等への実習であること．実習機関の規則を厳守する
こと．評定書を最終日に受け取ったら，担任に提出すること．インターンシップの手引き，筆記用具，メモ帳(手帳)，日
報，実習先から指定されている物，評定書を持参すること．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1. 技術者として必要な資質が分かり，それらを体得で
きる．

2週 2. 実践的技術感覚が分かり，それらを体得できる．
3週 3. 体得したことを日報にまとめることができる．
4週 4. 体得したことを報告書にまとめることができる．
5週 5. 体得したことを発表資料にすることができる．

6週 6. 体得したことを発表し，質疑応答することができる
．

7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
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16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 3
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 3

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 3

企業には社会的責任があることを認識している。 3
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 3

企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 3

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 3

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 3

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

評価割合
取り組み状況及び報告内容 合計

総合評価割合 100 100
配点 100 100
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１． 学年・参加人数 第４学年 189人 (昨年度 185 人) 単位認定対象の実習のみ/延べ人数

第５学年 1人 (昨年度 0 人)

専攻科１年次 22人 (昨年度 28 人) 単位認定対象の実習のみ/延べ人数

専攻科２年次 0人 (昨年度 0 人)

2. 期 間 夏季休業期間

3． 依頼機関数 ― (昨年度 515 件) ※今年度より，依頼状の送付を取りやめ。
なお，昨年度の依頼機関498件に変更通知を送付。

4. 受入可能機関数 356件 (昨年度 303 件) ※大学を含む

5. 実施機関数 118件 (昨年度 119 件) ※大学を含む

6. 実施状況（第４学年・専攻科１年次）

学科・専攻

32人 32人 100%
（49） （37） (76%)

39人 42人 108%
（39） （40） (103%)

39人 33人 85%
（35） （22） (63%)

44人 43人 98%
（40） （39） (98%)

38人 39人 103%
（41） （45） (110%)

30人 22人 73%
（29） （28） (97%)

222人 211人 95%
（233） （211） (91%)

※１ （ ）内の数字は昨年度の実績を示す。
※２ 学生数に休学者数、単位取得済み留年生、５年生、専攻科２年次の人数は含まない。
※３ 実参加者数 192人 (2社以上参加した学生あり）
※４ 国際（海外）インターンシップは今年度はなし。

7. 実習形態 （第４学年・専攻科１年次）

機械工学科 32人 0人 0人 32人

電気電子工学科 41人 1人 0人 42人

電子情報工学科 25人 1人 7人 33人

生物応用化学科 43人 0人 0人 43人

材料工学科 39人 0人 0人 39人

専攻科 22人 0人 0人 22人

合 計 202人 2人 7人 211人

合計対面実習 オンライン実習 対面＋オンライン

合 計

専攻科

機械工学科

令和6年度インターンシップ実施状況

材料工学科

生物応用化学科

電気電子工学科

電子情報工学科

学生数(A) 延べ参加者数(B) 参加率(B/A)

令和6年12月2日 現在

資料5-3-2-(2)-06
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○鈴鹿工業高等専門学校他学科の授業科目の履修及び単位の修得に関する規則

平成 16 年４月１日

規  則  第  ９  号 

鈴鹿工業高等専門学校他学科の授業科目の履修及び単位の修得に関する規則 

（趣旨） 

第１条 鈴鹿工業高等専門学校における授業科目の履修・単位の修得及び修了認定に関する規

則(平成16年規則第8号)第 2 条の規定に基づき、第 4～5 学年生が他学科の授業科目を履修

し単位を修得する場合は、この規則の定めるところによる。 

（他学科の授業科目の履修及び単位の修得） 

第２条 第 4～5 学年生は、他学科の開設する授業科目を次のとおり履修することができるも

のとする。 

(1) 他学科の専門科目(選択科目に限る。)

ただし、同一科目が学生の所属する学科において開設されている場合は他学科の当

該科目は履修できない。 

(2) 当該学年の科目及び下位と上位の学年の科目

(3) 前期又は後期に開設される科目(通年開設科目は対象外)

(5) 各年度 5 単位まで

（他学科の授業科目の申請） 

第３条 他学科の科目の履修を希望する学生は、各学期ごとに、別に定める様式の書類によ

って申請するものとする。この場合において、実験・演習を伴う科目では・設備・機器

の数量等から履修を認めない場合がありうるものとする。 

附 則 

この規則は、平成 16 年４月１日から施行する。 
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○鈴鹿工業高等専門学校インターンシップの履修に関する規則

平成 16 年４月１日 

規 則 第 １ １ 号 

最終改正平成 31 年４月１日 

鈴鹿工業高等専門学校インターンシップの履修に関する規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、学科及び専攻科の学生に係るインターンシップの履修に関し必要な

事項を定める。 

（実習機関の決定） 

第２条 インターンシップ先となる企業又は公共団体等の機関(以下「実習機関」という。)

は、別に定めるインターンシップ実施要項（以下｢実施要項｣という。）の目的に沿うもの

とし、教務委員会が決定する。 

（インターンシップ学生調書等の提出）

第３条 インターンシップを履修する学生は、本校所定の様式によるインターンシップ学

生調書又は実習機関が定める同様の調書を実習機関に提出しなければならない。 

（インターンシップの責務）

第４条 学生は、実習機関の定める諸規則及び実習指導責任者の指示に従わなければなら

ない。 

（インターンシップ日報及びインターンシップ報告書の提出）

第５条 学生は、インターンシップ終了後、担当教員に、インターンシップ日報及びイン

ターンシップ報告書を提出しなければならない。

（インターンシップの期間及び時間）

第６条 インターンシップの期間については、実施要項の実施時期及び期間によるものと

し、時間については、実習機関において定められたものとする。 

（インターンシップ期間中の休日の取扱い）

第７条 インターンシップ期間中の休日は、実習機関において定める休日とする。

附 則 

この規則は、平成 16 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成 19 年 9 月 10 日から施行し、平成 19 年４月１日から適用する。 

附 則

この規則は、平成 24 年 7 月 2 日から施行し、平成 24 年 4 月 1 日から適用する。 

附 則

この規則は、平成 27 年 7 月 1 日から施行し、平成 27 年４月１日から適用する。 

附 則

この規則は、平成 31 年４月１日から適用する。
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○鈴鹿工業高等専門学校インターンシップ実施要項

平成 28 年４月 1 日

校 長 裁 定 

最終改正令和６年９月１８日 

鈴鹿工業高等専門学校インターンシップ実施要項 

１ 目的 

学科にあっては社会との密接な接触を通じて、技術者として必要な資質と実践的技術

感覚を体得し、専攻科にあっては技術者が経験する実務上の問題点と課題を体験するこ

とを目的とする。 

２ 実施時期及び期間 

(1) 実習時期は、学則第 12 条に規定する春季休業、夏季休業、冬季休業及び学年末休業

期間中とし、実習期間は、実働５日以上でなければならない。

(2) 実習期間中は、授業に支障をきたしてはならない。

３ 修得単位 

(1) 学科においては、第１学年から第３学年は３年をとおして１単位とし、第４学年及

び第５学年はそれぞれ１単位とする。

(2) 専攻科においては、各実習期間により、それぞれ１単位、２単位及び４単位とする。

この場合における各実習期間は、１単位においては実働５日以上９日以下、２単位に

おいては実働１０日以上１９日以下、４単位においては実働２０日以上とする。

(3) 前項及び前二号の規定により学年末休業期間中にインターンシップを開始する場合

は、インターンシップの単位を含めることなく課程修了が認められる場合に限るもの

とし、単位修得の学年は、当該学年とする。

４ インターンシップの内容 

学生が従事する実務は、インターンシップの目的にふさわしいものとする。 

５ インターンシップ実施機関 

インターンシップ先となる企業又は公共団体等の機関（以下「実習機関」という。）は、

インターンシップの履修に関する規則第２条によることを原則とするが、第５学年又は専攻

科２年次の就職内定者については、内定先企業等における実習に限ることとする。第１学

年から第３学年については、国立高専機構が実施するものに限ることとする。 

６ 実施のための組織 

教務委員会又は専攻科分科会において、インターンシップの実施に必要な具体的事項

を取り扱う。 

７ 指導 

(1) 担当教員が、実習機関との連絡調整に当たるとともに、学生の実習状況を確認し、

必要に応じて指導する。

(2) 実習期間中における実習機関への巡回指導については、担当教員が行う。

(3) 学生は、インターンシップ日報及びインターンシップ報告書を作成し、実習指導責

任者の検印を受けて、担当教員に提出する。

８ 成績の評価 

担当教員は、実習機関の作成したインターンシップ評定書、学生から提出のあったイ

ンターンシップ報告書及びインターンシップ報告会による発表の内容に基づいて、イン

ターンシップ調査書にて評価を行い、その結果を校長に報告する。

附 記 

この要項は、平成 24 年７月２日から施行し、平成 24 年４月１日から適用する。 
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附 記 

この要項は、平成 27 年 7 月 1 日から施行し、平成 27 年４月１日から適用する。

附 記 

この要項は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。

附 記 

この要項は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 記 

この要項は、令和 ５ 年 4 月 1 日から施行する。 

附 記 

この要項は、令和 ７ 年 4 月 1 日から施行する。 
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〇鈴鹿工業高等専門学校インターンシップ評価基準 

     平成16年４月１日 

  校 長 裁 定 

  最終改正平成24年7月2日 

鈴鹿工業高等専門学校インターンシップ評価基準 

第１条 インターンシップの評価は、この基準により行う。

第２条 インターンシップの評価は、勤務状況、勤務態度、日報、報告書、発表の結果を

総合して行う。 

第３条 勤務状況及び勤務態度は実習機関指導責任者のインターンシップ評定書により評

価する。 

第４条 評価の基準は次による。 

評

価 

勤務状況 勤務態度 報告書 発 表 総合評価 

A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C 優,良,可,不可

勤務状況（評定書による）欠勤、遅刻、早退のない者A 

欠勤が実働日数の 1/3 以上はC 

勤務態度（評定書による）特記事項で判断

日報、報告書 提出なしは C 

発 表 発表なしは C 

総合評価 全ての項目が A・・・優

全ての項目がＢ・・・可 

評価の項目に１つでもＣがあれば不可

上記以外・・・・・・良 

附 記 

この基準は、平成１９年８月３１日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。

附 記 

この基準は、平成 24 年 7 月 2 日から施行し、平成 24 年 4 月 1 日から適用する。
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第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成８年度以降入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１４単位修得すればよいが次の科
電 必 電気計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２ 電気磁気学
電 科 基礎電気電子工学 １ 電気回路
子 目 電子工学 １ １ 電気計測
理 電子回路 ２ 基礎電気電子工学
論 １７

選 半導体工学 ２
択 ディジタル回路 ２
科
目

４
② 電気材料 １ １ ９単位中８単位修得すればよいが次の科目は
電 選 電気法規 １ 必ず修得しなければならない。
力 択 発変電工学 １ 発変電工学
発 科 電力システム工学 ２ 電気材料
生 目 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 電気応用Ⅲ １ 電力システム工学
送 ９
③ 必 電気機器 ２ ２ ２０単位中９単位修得すればよいが次の科目
電 修 情報処理 １ １ は必ず修得しなければならない。
気 科 通信工学Ⅰ ２ 電気機器
利 目 電子計算機Ⅰ ２ 自動制御
用 １０ パワーエレクトロニクス
等 電子計算機Ⅱ １

電気応用Ⅰ １
選 電気応用Ⅱ ２
択
科 通信工学Ⅱ ２
目 電子機器学 １

自動制御 ２
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １

１０
④ 必 電気工学実験実習 ４ ４ ４ ４ １６単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １６
⑤ 必 電気製図 ３ ３単位中２単位修得しなければならない。
設 修
計 科
製 目
図 ３

５ ７ 15 20 22 上記科目総単位数６９単位中４１単位修得。
６９ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
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第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成１２年度以降入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１４単位修得すればよいが次の科
電 必 電気計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２ 電気磁気学
電 科 電気工学序論 １ 電気回路
子 目 電子工学 １ １ 電気計測
理 電子回路 ２ 電気工学序論
論 １７

選 半導体工学 ２
択 ディジタル回路 ２
科
目

４
② 電気材料 １ １ ９単位中８単位修得すればよいが次の科目は
電 選 電気法規 １ 必ず修得しなければならない。
力 択 発変電工学 １ 発変電工学
発 科 電力システム工学 ２ 電気材料
生 目 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 電気応用Ⅳ １ 電力システム工学
送 ９
③ 必 電気機器 ２ ２ ２０単位中９単位修得すればよいが次の科目
電 修 情報処理 １ １ は必ず修得しなければならない。
気 科 通信工学Ⅰ ２ 電気機器
利 目 電子計算機Ⅰ ２ 自動制御
用 １０ パワーエレクトロニクス
等 電子計算機Ⅱ １

電気応用Ⅰ １
選 電気応用Ⅱ １
択 電気応用Ⅲ
科
目 通信工学Ⅱ ２

電子機器学 １
自動制御 ２
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １

１０
④ 必 電気工学実験実習 ４ ４ ４ ４ １６単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １６
⑤ 必 電気製図 ３ ３単位中２単位修得しなければならない。
設 修
計 科
製 目
図 ３

５ ７ 15 19 23 上記科目総単位数６９単位中４１単位修得。
６９ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
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第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成１５年度以降入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１４単位修得すればよいが次の科
電 必 電気電子計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２
電 科 電気電子工学序論 １ 電気磁気学
子 目 電子物性基礎 ２ 電気回路
理 電子回路 ２ 電気電子計測
論 半導体工学 １ 電気電子工学序論

１８
選 ディジタル回路 ２
択 電子デバイス工学 １
科
目

３
必 電力システム工学 ２ ９単位中８単位修得すればよいが次の科目は

② 修 電気電子材料 １ １ 必ず修得しなければならない。
電 科
力 目 発変電工学
発 ４ 電気電子材料
生 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 選 電気法規 １ 電力システム工学
送 択 発変電工学 １

科 電磁波工学 １
目

５
電気機器 １ ２ ２０単位中９単位修得すればよいが次の科目

③ 必 電子制御基礎 １ は必ず修得しなければならない。
電 修 制御システム ２
気 科 情報処理 ２ １ 電気機器
利 目 通信理論 ２ 電子制御基礎
用 計算機システム ２ 制御システム
等 １３ パワーエレクトロニクス

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １
選 電気電子応用 １
択 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用 ２
科 情報通信工学 ２
目 応用情報処理 １

７
④ 必 電気電子工学実験実習 ４ ３ ３ ３ １３単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １３
⑤ 必 電気電子製図 ２ ２単位中２単位修得しなければならない。
設 修
計 科
製 目
図 ２

５ ７ 16 18 25 上記科目総単位数７１単位中４１単位修得。
７１ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧

資料5-5-1-(1)-06

3 出典 : 鈴鹿工業高等専門学校電気電子工学科ウェブサイト



第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成１９年度入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１２単位修得すればよいが次の科
電 必 電気電子計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２
電 科 電気電子工学序論 １ 電気磁気学
子 目 電子物性基礎 ２ 電気回路
理 電子回路 ２ 電気電子計測
論 半導体工学 １ 電気電子工学序論

ディジタル回路 ２
２０

選 電子デバイス工学 １
択
科
目

１
必 電力システム工学 ２ ８単位中７単位修得すればよいが次の科目は

② 修 電気電子材料 １ １ 必ず修得しなければならない。
電 科
力 目 発変電工学
発 ４ 電気電子材料
生 選 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 択 電気法規 １ 電力システム工学
送 科 発変電工学 １

目

４
電気機器 １ ２ １７単位中８単位修得すればよいが次の科目

③ 必 電子制御基礎 １ は必ず修得しなければならない。
電 修 制御システム ２
気 科 情報処理Ⅰ ２ 電気機器
利 目 情報処理Ⅱ １ パワーエレクトロニクス
用 情報通信工学 ２ 電子制御基礎
等 計算機システム ２ 制御システム

１３
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １

選 電気電子応用 １
択 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用Ⅰ １
科 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用Ⅱ １
目

４
④ 必 電気電子工学実験実習 ４ ３ ３ ３ １３単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １３
⑤ 必 電気電子製図 ２ ２単位中２単位修得しなければならない。
設 修
計 科
製 目
図 ２

５ ７ 15 17 17 上記科目総単位数６１単位中４１単位修得。
６１ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
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第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成２０年度入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１２単位修得すればよいが次の科
電 必 電気電子計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２
電 科 電気電子工学序論 １ 電気磁気学
子 目 電子物性基礎 ２ 電気回路
理 電子回路 ２ 電気電子計測
論 半導体工学 １ 電気電子工学序論

ディジタル回路 １ １
２０

選 電子デバイス工学 １
択
科
目

１
必 電力システム工学 ２ ８単位中７単位修得すればよいが次の科目は

② 修 電気電子材料 １ １ 必ず修得しなければならない。
電 科
力 目 発変電工学
発 ４ 電気電子材料
生 選 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 択 電気法規 １ 電力システム工学
送 科 発変電工学 １

目

４
電気機器 １ ２ １７単位中８単位修得すればよいが次の科目

③ 必 電子制御基礎 １ は必ず修得しなければならない。
電 修 制御システム ２
気 科 情報処理Ⅰ ２ 電気機器
利 目 情報処理Ⅱ １ パワーエレクトロニクス
用 情報通信工学 ２ 電子制御基礎
等 計算機システム ２ 制御システム

１３
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １

選 電気電子応用 １
択 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用Ⅰ １
科 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用Ⅱ １
目

４
④ 必 電気電子工学実験実習 ４ ３ ３ ３ １３単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １３
⑤ 必 電気電子製図 ２ ２単位中２単位修得しなければならない。
設 修
計 科
製 目
図 ２

５ ７ 15 17 17 上記科目総単位数６１単位中４１単位修得。
６１ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
資料5-5-1-(1)-06

5 出典 : 鈴鹿工業高等専門学校電気電子工学科ウェブサイト



第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成２１年度௨㝆入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１２単位修得すればよいが次の科
電 必 電気電子計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２
電 科 電気電子工学序論 １ 電気磁気学
子 目 電子物性基礎 ２ 電気回路
理 電子回路 ２ 電気電子計測
論 半導体工学 １ 電気電子工学序論

ディジタル回路 １ １
２０

選 電子デバイス工学 １
択
科
目

１
必 電力システム工学 ２ ８単位中７単位修得すればよいが次の科目は

② 修 電気電子材料 １ １ 必ず修得しなければならない。
電 科
力 目 発変電工学
発 ４ 電気電子材料
生 選 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 択 電気法規 １ 電力システム工学
送 科 発変電工学 １

目

４
電気機器 １ ２ １８単位中８単位修得すればよいが次の科目

③ 必 電子制御基礎 １ は必ず修得しなければならない。
電 修 制御システム ２
気 科 情報処理Ⅰ ２ 電気機器
利 目 情報処理Ⅱ １ パワーエレクトロニクス
用 情報通信工学 ２ 電子制御基礎
等 計算機システム ２ 制御システム

１３
ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １

選 電気電子応用 １
択 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用Ⅰ １
科 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用Ⅱ １
目 㺪ﾟﾛｸﾞ㺵㺮㺻ｸﾞゝㄒ １

５
④ 必 電気電子工学実験実習 ４ ４ ３ ３ １４単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １４
⑤ 必 電気電子製図 ２ ３単位中２単位修得しなければならない。
設 修 電子回路設計 １
計 科
製 目
図 ３

５ ７ 18 17 17 上記科目総単位数６４単位中４１単位修得。
６４ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
資料5-5-1-(1)-06

6 出典 : 鈴鹿工業高等専門学校電気電子工学科ウェブサイト



第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成２４年度入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２２単位中１２単位修得すればよいが次の科
電 必 電気電子計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２
電 科 電気電子工学序論 １ 電気磁気学
子 目 電子物性基礎 ２ 電気回路
理 電子回路 ２ １ 電気電子計測
論 半導体工学 １

ディジタル回路 １ １
２１

選 電子デバイス工学 １
択
科
目

１
必 電力システム工学 ２ ８単位中７単位修得すればよいが次の科目は

② 修 電気電子材料 １ １ 必ず修得しなければならない。
電 科
力 目 発変電工学
発 ４ 電気電子材料
生 選 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 択 電気法規 １ 電力システム工学
送 科 発変電工学 １

目

４
電気機器 １ ２ １８単位中８単位修得すればよいが次の科目

③ 必 電子制御基礎 １ は必ず修得しなければならない。
電 修 制御システム ２
気 科 情報処理Ⅰ ２ 電気機器
利 目 情報処理Ⅱ １ パワーエレクトロニクス
用 情報通信工学 ２ 電子制御基礎
等 計算機システム １ 制御システム

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １
１３

選 電気電子応用 ２
択 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用 ２
科 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語 １
目

５
④ 必 電気電子工学実験実習 ４ ４ ３ ４ １５単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １５
⑤ 必 電気電子製図 ２ ３単位中２単位修得しなければならない。
設 修 電子回路設計 １
計 科
製 目
図 ３

３ ９ 18 17 19 上記科目総単位数６６単位中４１単位修得。
６６ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
資料5-5-1-(1)-06

7 出典 : 鈴鹿工業高等専門学校電気電子工学科ウェブサイト



第２種電気主任技術者資格認定科目 （平成２５年度入学）
単 位 数

区分 学 科 目 区 分 別 修 得 科 目 ・ 単 位
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

① 電気磁気学 ２ ２ ２１単位中１２単位修得すればよいが次の科
電 必 電気電子計測 ２ 目は必ず修得しなければならない。
気 修 電気回路 ２ ２ ２
電 科 電気電子工学序論 １ 電気磁気学
子 目 電子物性基礎 ２ 電気回路
理 電子回路 ２ １ 電気電子計測
論 半導体工学 １

ディジタル回路 １ １
２１

選
択
科
目

必 電力システム工学 ２ １０単位中７単位修得すればよいが次の科目
② 修 電気電子材料 １ １ は必ず修得しなければならない。
電 科
力 目 発変電工学
発 ４ 電気電子材料
生 選 高電圧工学 ２ 電気法規
輸 択 電気法規 ２ 電力システム工学
送 科 発変電工学 ２

目

６
電気機器 １ ２ １８単位中８単位修得すればよいが次の科目

③ 必 電子制御基礎 １ は必ず修得しなければならない。
電 修 制御システム ２
気 科 情報処理Ⅰ ２ 電気機器
利 目 情報処理Ⅱ １ パワーエレクトロニクス
用 情報通信工学 ２ 電子制御基礎
等 計算機システム １ 制御システム

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ １
１３

選 電気電子応用 ２
択 電気ｴﾈﾙｷﾞｰ応用 ２
科 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語 １
目

５
④ 必 電気電子工学実験実習 ４ ４ ４ ４ １６単位中８単位修得しなければならない。
実 修
験 科
実 目
習 １６
⑤ 必 電気電子製図 ２ ３単位中２単位修得しなければならない。
設 修 電子回路設計 １
計 科
製 目
図 ３

３ ９ 18 17 21 上記科目総単位数６８単位中４１単位修得。
６８ かつ、科目条件を満たすこと。

第2種電気主任技術者資格認定科目一覧
資料5-5-1-(1)-06

8 出典 : 鈴鹿工業高等専門学校電気電子工学科ウェブサイト





他の高等教育機関との単位互換制度によって学生が修得した単位

年度 学年・学科 氏名 授業科目名 教育機関名 単位数

令和5年度・後期 ５M 数理・データサイエンス・人工知能への誘い 長岡技科大 2単位

令和5年度・後期 ５E 数理・データサイエンス・人工知能への誘い 長岡技科大 2単位

令和5年度・前期 ５I 情報技術基礎Ⅰ 長岡技科大 2単位

令和5年度・前期 ２A 情報処理概論 長岡技科大 2単位

令和5年度・前期 ２A データ構造とアルゴリズム 豊橋技科大 2単位

令和5年度・後期 ５M データベース 九州工業大学 2単位

令和5年度・前期 ２A 数値の処理と数値解析（’22） 放送大学 2単位

令和5年度・後期 ２A 免疫学・ウイルス学総論 放送大学 1単位

令和5年度・後期 ２A データベース（’23） 放送大学 2単位

令和６年度は、単位取得者なし

資料5-5-1-(2)-01

1





1. 本校の使命・教育理念等について

2. 令和6年度行事予定について

3. 教務関連事項について

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01

2



鈴鹿工業高等専門学校基本理念
（学生便覧）

鈴鹿工業高等専門学校は、建学の精神を踏
まえ、未来を展望し、次のとおり教育理念と養
成すべき人材像を定める。

使命

本校は、技術者養成に関する地域の中核的教育
機関として我が国の産業の発展を支え、グローバ
ルに活躍する人づくりと、新しい価値の創造により
広く地域と社会の発展に貢献する。

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01

3



教育理念

(1)広い視野から価値判断ができ、技術者精神を備
えた豊かな人間性を涵養する。

(2)科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく
深い洞察力と実践力を育成する。

(3)未知の問題に果敢に挑み、新たな価値を創造
する力を育てる。

(4)心身を鍛え、己を確立し、自ら未来を切り拓く力
を育てる。

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）

資料5-5-1-(3)-01

4



養成すべき人材像

(1)生涯にわたり継続的に学修し、広い視野と豊か
な人間性をもった人材

(2)高い専門知識と技術を有し、深い洞察力と実践
力を備えた人材

(3)課題探求能力と問題解決能力を身につけた創
造性豊かな人材

(4)コミュニケーション能力に優れ、国際性を備えた
人材

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）

資料5-5-1-(3)-01

5



鈴鹿工業高等専門学校の教育目標
（学生便覧）

＜学科教育＞
教育方針
教養教育の目標
専門教育の共通目標
機械工学科の目標
電気電子工学科の目標
電子情報工学科の目標
生物応用化学科の目標
材料工学科の目標

＜専攻科教育＞
教育方針
総合イノベーション工学専攻の
教育目標

＜学習・教育到達目標＞

○教育に関する目標

○学生への支援に関する目標

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01

6



(A)技術者としての姿勢

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺める。

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚する。

＜意欲＞ 習得した知識・技術・能力を超える問題に備えて、継続的・自律的に学
習する。

(B)基礎・専門の知識とその応用力

＜基礎＞ 数学、自然科学およびAI・データサイエンスに関する情報技術の知識
を習得している。

＜専門＞ 機械主要分野の専門基礎知識、および機械分野の諸問題解決に必
要な専門知識・技術を身に付けている。

＜展開＞ 習得した知識・技術をもとに創造性を発揮し、限られた時間内で仕事
を計画的に進めまとめることができる。

(C)コミュニケーション能力

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・
討論できる。

＜英語＞ 英語による基本的なコミュニケーションができる。

【機械工学科】学習・教育到達目標
（学生便覧p.127）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01

7



(A)技術者としての姿勢

＜視野＞ 地球人としての視野をもって自己と世界の関係を理解し、地球規模で物
事を眺める。

＜技術者倫理＞ 技術が人類・社会・自然におよぼす影響や生産により生じる環境
と社会の変化を認識し責任を自覚する。

＜意欲＞ 習得した知識・能力を超える問題に備えて、継続的・自律的に学習する。

(B)基礎・専門の知識とその応用力

＜基礎＞ 数学、自然科学およびAI・データサイエンスに関する情報技術の知識を
習得している。

＜専門＞ 電気・電子・情報通信分野の基礎理論、基礎技術の知識を習得している。

＜展開＞ 習得した知識をもとに創造性を発揮し、限られた時間内で仕事を計画的
に進めまとめることができる。

(C)コミュニケーション能力

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討
論できる。

＜英語＞ 英語による基本的なコミュニケーションができる。

【電気電子工学科】学習・教育到達目標
（学生便覧p.128）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01

8



(A)技術者としての姿勢

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺める。

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚する。

＜意欲＞ 習得した知識・能力を超える問題に備えて、継続的・自律的に学習する。

(B)基礎・専門の知識とその応用力

＜基礎＞ 数学、自然科学およびAI・データサイエンスに関する情報技術の知識
を習得している。

＜専門＞ 電子情報工学と関連分野の知識を習得している。

＜展開＞ 習得した知識をもとに創造性を発揮し、電気・電子および情報・通信技
術を融合し、新たな価値を生みだす能力を習得している。

(C)コミュニケーション能力

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・
討論できる。

＜英語＞ 英語による技術文書の記述・読解ができる。

【電子情報工学科】学習・教育到達目標
（学生便覧p.129）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01
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(A)技術者としての姿勢

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺める。

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚する。

＜意欲＞ 習得した知識・能力を超える問題に備えて、継続的・自律的に学習する。

(B)基礎・専門の知識とその応用力

＜基礎＞ 数学、自然科学およびAI・データサイエンスに関する情報技術の知識
を習得している。

＜専門＞ 応用化学・生物工学に関する専門知識・実験技術を習得している。

＜展開＞ 習得した知識をもとに創造性を発揮し、限られた時間内で仕事を計画
的に進めまとめることができる。

(C)コミュニケーション能力

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・
討論できる。

＜英語＞ 英語による基本的なコミュニケーションができる。

【生物応用化学科】学習・教育到達目標
（学生便覧p.130）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01
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(A)技術者としての姿勢

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺めることができる。

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚できる。

＜意欲＞ 習得した知識・技術・能力を超える問題に備えて、継続的・自律的に学習
できる。

(B)基礎・専門の知識とその応用力

＜基礎＞ 数学、自然科学およびAI・データサイエンスに関する情報技術の知識を
習得し、それを活用できる。

＜専門＞ 材料工学科と関連分野の専門基礎知識、専門知識・技術を習得している。

＜展開＞ 習得した知識をもとに創造性を発揮し、限られた時間内で仕事を計画的
に進めまとめることができる。

(C)コミュニケーション能力

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討
論できる。

＜英語＞ 英語による基本的なコミュニケーションができる。

【材料工学科】学習・教育到達目標
（学生便覧p.131）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
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(A)技術者としての姿勢

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺めることができる。

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚できる。

＜意欲＞ 習得した知識・能力を超える問題に備えて、継続的・自律的に学習できる。

(B)基礎・専門の知識とその応用力

＜基礎＞ 数学、自然科学および情報技術の知識を習得し、それを活用できる。

＜専門＞ 基礎工学に加え、主となる専門分野において環境・資源、エネルギー・機
能創成、ロボットテクノロジーの各コースに関する専門工学の知識を習得し、それを
活用できる。

＜展開＞ 習得した知識をもとに創造性を発揮し、他者と協働しながら仕事を計画
的に進めまとめることができる。

(C)コミュニケーション能力

＜発表＞ 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討
論できる。

＜英語＞ 英語による基本的なコミュニケーションができる。

【専攻科】学習・教育到達目標
（学生便覧p.132）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01
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1. 本校の使命・教育理念等について

2. 令和6年度行事予定について

3. 教務関連事項について

年度初めオリエンテーション資料（教務主事） 資料5-5-1-(3)-01
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年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
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1. 本校の使命・教育理念等について

2. 令和6年度行事予定について

3. 教務関連事項について

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01
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【履修単位】と【学修単位】

（高等専門学校設置基準）

第十七条 3 各授業科目の単位数は、三十単位時間（一単位時

間は、標準五十分とする。第七項において同じ。）の履修を一単位
として計算するものとする。【履修単位】

4 前項の規定にかかわらず、高等専門学校が定める授業科目に

ついては、一単位の授業科目を四十五時間の学修を必要とする内
容をもつて構成することを標準とし、講義、演習、実験、実習若しく
は実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う授業の方法
に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を
考慮して、おおむね十五時間から四十五時間までの範囲で高等専
門学校が定める時間の授業をもつて一単位として単位数を計算す
ることができる。【学修単位】

5 前項の規定により計算することのできる授業科目の単位数の合
計は、六十単位を超えないものとする。【学修単位】

年度初めオリエンテーション資料（教務主事） 資料5-5-1-(3)-01
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学習（学修）サポート

学修支援員，学生TAが自己学習をサポート

曜日：

月曜日16:00-18:00

火曜日16:00-18:00

水曜日14:30-17:00

場所：イノベーション交流プラザ2F サイエンス教育支援室

放課後に自己学習する環境を提供します

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01
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創造工学
「カーボンニュートラルの実現」
創造工学×社会実装

三重県（＋日本自動車部品工業会4社）との連携

各社1テーマ（計4テーマ）を実施予定

キックオフ説明会

初回（4月12日）9:00-9:30＠第3合併講義室

年度初めオリエンテーション資料（教務主事） 資料5-5-1-(3)-01
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生成AI講座
（鈴鹿高専テクノプラザ寄付講座）
課題研究（全学科・全学年）

時間：水曜日14:30-16:00（90分×15回）

場所：情報処理センター演習室

人数：学生40名＋鈴鹿高専テクノプラザ10名
生成AIとは 5/15 生成AIを活用して実現したい課題

の抽出（企画）

10/2

生成AI強み、弱み 5/22 10/9

プロンプト概論 5/29

課題の改善策を創造する（設計）

10/30

プロンプト演習 6/19 11/13

高度なプロンプト解説 7/3 12/4

高度なプロンプト演習 7/17 成果発表準備 12/18

6回までの講義のまとめ・振り返り 7/31 成果発表 1/15

成果発表の振り返り・評価 1/22

年度初めオリエンテーション資料（教務主事） 資料5-5-1-(3)-01
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学生表彰について

• 優秀賞（学科・専攻科）
• 努力賞（学科）
• 皆勤賞（学科）
• 精勤賞（学科）

• 特別賞（学科専攻科共通）

年度初めオリエンテーション資料（教務主事）
資料5-5-1-(3)-01
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○鈴鹿工業高等専門学校情報セキュリティ学生規程
平成 23年 12 月 5 日 

 規 則 第 ９ １ 号  

最終改正令和4年8月3日 

目次 

第１章 総則（第１条－第７条） 

第２章 情報システムの利用（第８条－第１６条） 

第３章 情報の取扱い（第１７条） 

第４章 教育（第１８条） 

第５章 情報セキュリティインシデント対応（第１９条） 

第６章 規程違反の取扱い（第２０―２１条） 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校（以

下「本校」という。）における情報セキュリティの維持向上のために情報システムを

利用する学生が遵守すべき事項を定めるものである。 

（定義） 

第２条 この規程における用語の定義は、独立行政法人国立高等専門学校機構サイバ

ーセキュリティポリシー対策規則（平成２２年機構規則第９８号）、独立行政法人国

立高等専門学校機構サイバーセキュリティポリシーに係る情報格付規則（平成２２

年機構規則第９９号）、並びに鈴鹿工業高等専門学校サイバーセキュリティ管理規程

（平成２２年規程８５号）の定めるところによる。 

（適用範囲） 

第３条 この規程は本校が扱う情報を対象とする。ただし、本校以外から知り得る情

報は除く。 

２ この規程は本校の情報システムを対象とする。 

（適用対象） 

第４条 この規程は本校の情報資産を利用する学生に適用する。 

（一般的遵守事項） 

第５条 学生は、この規程及び本校情報資産の利用に関する各実施手順等を遵守する

と共に、その他関連規則を遵守しなければならない。  

２ 学生は、立ち入り制限がされている場所にみだりに立入らないこと。 

（一般的禁止事項） 

第６条 学生は、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。 

一 差別、名誉毀損、誹謗中傷、人権侵害、ハラスメントにあたる情報の発信 
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二 個人情報やプライバシーを侵害する情報の発信 

三 守秘義務に違反する情報の発信 

四 著作権等の知的財産権や肖像権を侵害する情報の発信 

五 公序良俗に反する情報の発信 

六 本校の社会的信用を失墜させるような情報の発信 

七 ネットワークを通じて行う通信の傍受等、通信の秘密を侵害する行為

八 不正アクセス行為の禁止等に関する法律（平成１１年法律第１２８号）に定め

られたアクセス制御を免れる行為、またはこれに類する行為 

九 過度な負荷等により円滑な情報システムの運用を妨げる行為 

十 その他法令に定められた禁止行為 

十一 損害賠償等の民事責任を発生させる情報の発信 

十二 上記の行為を助長する行為 

（本校の情報システムの利用に係わる禁止事項） 

第７条 学生は、本校の情報システムについて、予め情報処理センター長または指導

教員など当該情報システム管理者から許可を得ている場合を除き、次の各号に掲げ

る行為を行ってはならない。  

一 利用を許可された以外の目的で利用すること、及び利用資格のない者に利用さ

せること。 

二 新たにソフトウェアインストールすること及びコンピューターの設定の変更を

行うこと。 

三 新たにコンピューターシステムを本校内に設置すること及び本校のネットワー

クに接続すること。

四 本校の情報システムを利用して情報公開を行うこと。 

五 ネットワーク上の通信を監視し、または情報システムの利用情報を取得するこ

と。 

六 管理権限のないシステムのセキュリティ上の脆弱性を検知すること。 

２ ファイルの自動公衆送信機能を持った P2P ソフトウェアについては、教育・研究

目的以外にこれを利用してはならない。なお、当該ソフトウェアを教育・研究目的

に利用する場合は情報セキュリティ責任者の許可を得なければならない。 

第２章 情報システムの利用 

（アカウントの申請）

第８条 情報システムを利用しようとする学生は、当該情報システム管理者に、情報

システム利用申請を行い、アカウント(ユーザ IDおよびパスワード)の交付を得なけ

ればならない。ただし、個別の届出が必要ないと、あらかじめ情報システム管理者

が定めている場合はこの限りでない。

（ユーザーID の管理）

第９条 学生は、本校の情報システムに係わるユーザーIDについて、次の各号に掲げ

る事項を遵守しなければならない。 

一 自分に付与されたユーザーID以外のユーザーID を用いて、本校の情報システム

を利用しないこと。 
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二 自分に付与されたユーザーIDを他者が情報システムを利用する目的のために付

与及び貸与しないこと。 

三 自分に付与されたユーザーIDを、他者に知られるような状態で放置しないこ

と。 

四 ユーザーIDを利用する必要がなくなった場合は、当該情報システム管理者に届

け出ること。ただし、個別の届出が必要ないと、あらかじめ当該情報システム管

理者が定めている場合はこの限りでない。 

（パスワードの管理） 

第１０条 学生は、本校の情報システムの利用認証に係わるパスワードについて、次

の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 他者に知られないようにすること。 

二 他者に教えないこと。 

三 容易に推測されないものにすること。 

四 パスワードを定期的に変更するように定められている場合は、その指示に従っ

て定期的に変更すること。 

五 忘れないように努めること。 

六 異なる識別コードに対して、共通のパスワードを用いないこと。 

七 異なる情報システムに対して、識別コード及びパスワード情報の共通の組合せ

を用いないこと。（シングルサインオンを除く。） 

２ 前項のパスワードが他者に使用されまたはその危険が発生した場合は、直ちに当

該情報システム管理者にその旨を報告しなければならない。 

（情報システムの取扱と注意事項） 

第１１条 学生が PC を利用する場合は、当該 PC 及び扱う情報を適切に保護しなけれ

ばならない。 

第１２条 学生は、利用する PC について、情報セキュリティの維持を心がけるととも

に、次の各号に掲げる対策を講じなければならない。 

一 マルウェア対策ソフトウェアを導入した PCを利用し、マルウェア感染を予防で

きるよう努めること。 

二 インストールされている OS やアプリケーションソフトの脆弱性が通知された場

合は、その真偽を確認の上、指示された修正プログラムのインストールまたは脆

弱性回避措置を講じること。 

三 前二項を実施する権限を持たない情報システムについては、第１９条の「情報

セキュリティインシデントの発生時における報告と応急措置」に従うこと。

第１３条 学生が前条に係る以外の情報システムを利用する場合は、情報処理センタ

ー長の許可を得て、その指示に従って必要な措置を講じなければならない。 

（電子メールの利用） 

第１４条 学生が電子メールを利用する場合は、次の各号に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。 

一 不正プログラムの感染、情報の漏えい、誤った相手への情報の送信等の脅威に

注意すること。 

二 利用を許可された以外の目的での通信を行わないこと。 
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三 電子メール使用上のマナーに反する行為を行わないこと。 

（ウェブの利用）

第１５条 学生がウェブブラウザを利用する場合は、次の各号に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。 

一 不正プログラムの感染、情報の漏えい、誤った相手への情報の送信等の脅威に

注意すること。 

二 利用を許可された以外の目的でのウェブの閲覧を行わないこと。 

（本校支給以外の情報システムからの利用及び本校支給以外の情報システムの持

込） 

第１６条 学生は、本校支給以外の情報システムから公開ウェブページ以外の本校情

報システムへアクセスする場合または本校支給以外の情報システムを本校の情報シ

ステムに直接接続して利用する場合は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければな

らない。

一 事前に情報処理センター長の許可を得ること。 

二 利用する当該情報システムには、可能な限り強固な認証システムを備えるこ

と。 

三 当該情報システムにマルウェア対策ソフトウェアがインストールされているこ

と、及び最新のウィルス定義ファイルに更新されていることを確認すること。 

四 当該情報システムで動作するソフトウェアがすべて正規のライセンスを受けた

ものであることを確認すること。 

第３章 情報の取扱い 

（情報の取扱い） 

第１７条 学生は、許可された以外の目的で、情報を利用してはならない。 

２ 学生は、許可された以外の目的で、情報を保存、複製、及び消去してはならな

い。 

３ 学生は、許可された以外の目的で、情報を運搬・送信、公表、及び提供してはな

らない。 

第４章 教育 

（情報セキュリティ対策教育の受講義務） 

第１８条 学生は、入学時に本校情報資産の利用に関する教育を受講しなければなら

ない。 

第５章 情報セキュリティインシデント対応 

（情報セキュリティインシデントの発生時における報告と応急措置） 

第１９条 学生が情報セキュリティに関する事故および事象（以下「インシデント」

という。）を発見したときは、連絡窓口（学生課または情報処理センター）に連絡す

ること。 
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２ 当該インシデントが発生した際の対処手順の有無を確認し、当該対処手順を実施

できる場合は、その手順に従うこと。ただし、当該インシデントについて対処手順

がない場合または実施できない場合は、その対処についての指示を受けるまで被害

の拡大防止に努めるものとし、指示があった時にその指示に従うこと。 

第６章 規程違反の取扱い 

（セキュリティ確保に関する義務）

第２０条 学生が、情報セキュリティ関連法令、独立行政法人国立高等専門学校機構

（以下「機構」という。）の基本方針または実施規則、若しくは本校の情報セキュリ

ティ実施規程または実施手順への重大な違反を知った場合は、連絡窓口（学生課と

情報処理センター）にその旨を報告しなければならない。また、緊急性が低い場合

は、校長意見箱への投稿に替えることができる。

（違反者の取扱い） 

第２１条 情報セキュリティ関連法令、機構の基本方針または実施規則、若しくは本

校の情報セキュリティ実施規程に違反した学生は、違反した内容に応じて本校情報

システムの一部または全部の利用を不許可とする。

２ 情報システムの利用を不許可とされた学生の不許可理由が解消された場合は、当

該情報システム管理者に利用許可を申請することができる。 

附 則 

この規程は、平成 24 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 29 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30 年８月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和３年４月 14 日から施行し，令和３年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，令和４年８月３日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 
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